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Ⅰ．開 題

「史料が保存されるか失われるかは，偶然の次第である。ここから，歴史構

成における偶然の果たす重要な役割という問題が生まれてくる１）」。

Langlois et Seignobos［１９０５］は，フランスにおける歴史学研究に関する概論

書にして，歴史学界に波紋を起こした古典的名著である。同著は，アナール学

派の母胎たる Henri Berrらの批判的見解を招いたにせよ２），上記の同著「結び」

の一節に対しては，既存の歴史的研究を鑑みると，頷ける場合が多いのではな

いか。

そして本稿もまた，偶然にも発見された史料に肖り，歴史，とりわけ会計史

の一側面を紡ぐものである。すなわち本稿は，拙稿三光寺［２００８］・［２００９a］お

よび［２００９b］で扱ったフランス３）内陸部の一都市，リヨンで毛織物業を営ん

だ商人の会計帳簿の断片（１３２０－１３２４）４）と，同一の会計帳簿内のものと思わ

れ，それらより６０年近く後である１９６４年に，たまさかに発見された７枚の断

片的史料を研究対象とする。それゆえ本稿は，先に挙げた小稿に対し新たな史

１）Langlois et Seignobos［１９０５］p.２７５（八本木訳［１９８９］２５５頁）．
２）尾河訳［２００３］１１頁。
尾河訳［２００３］は季刊雑誌『環－歴史・環境・文明』誌上において「ブローデルの『精
神的息子』たち」という総題で２０００年春号（４月刊）から２００３年冬号（１月刊）まで連
載されたオリジナル・インタビューを単行本化したものである。



料を持って知見を加えるよう試みる点で，それらの続編といえる。

では，そもそもなぜこの会計帳簿を読み解こうとするのか，そして新たな史

料を基に，当該帳簿の研究を続行する意味があるのか。これについては，中世

ヨーロッパの会計史研究の現状より説明しなければならない。また，本稿での

議論を進めるに当たり，これまでの研究，すなわち三光寺［２００８］・［２００９a］お

よび［２００９b］に関して概説し，現段階での考察結果と研究課題を洗い出さな

ければならない。そして本稿の研究対象については，何よりもまず，記帳内容

を把握する必要がある。

そこで本稿では，会計帳簿の史料観察に徹することとする。すなわち本稿は，

当該帳簿について，本稿以降で行う分析のための礎石を築くことを目的として

いる。

章構成は以下のとおりである。次章において研究背景を述べ，次いで拙稿よ

り明らかになったリヨンの当該会計帳簿の特徴と課題を略説する。その後，本

３）本稿において何を中世の「フランス」とするかに関し，ここで述べておきたい。
１０世紀末にカペー朝が始まった頃は，フランス国王の勢力は，中央北部のイル＝ドゥ＝
フランスとオルレアン地方からなる狭い直轄領に過ぎなかった。しかし封建社会の中で，
領邦君主領を次々と王領地に併合し，１４世紀初めには今日でいうフランスの約４分の３を
支配下に置くことに成功した（柴田・樺山・福井［１９９５］１８３－２１９頁；柴田［２００６］２７－４０
頁）。
以上のような歴史的背景を踏まえ，さらには研究対象である会計帳簿への記載時期を考
慮に入れ，本稿で「フランス」という言葉を用いる際には，１４世紀末時点での王領地を指
すこととする。
４）De Roover［１９３７］p.１８５；岸［１９７２］１５４頁；［１９７５］１４頁；小島［１９８７］１６１頁．
なお，翻刻版Meyer et Guigue［１９０６］では，１３２０年から１３２３年までのリヨンの毛織物

業者の会計帳簿が現存するという一方で，当該帳簿には「Mo CCCo XXIIII」すなわち「１３２４
年」という表記がある。また，Durdilly［１９６５］では１３２０年から１３２４年までの当該帳簿
の存在を謳うが，他方で「m ccc xxv」すなわち「１３２５年」という表記が確認できる（Durdilly
［１９６５］p.３９２［７４］；Meyer et Guigue［１９０６］p.４３８［８２］,４３９［８３］）。
このような表記には，中世における年号変更の基準日に関連している可能性がある。当
該帳簿が用いられていた当時，リヨンでは今日と同じように，西暦表示であるものの，年
号変更の基準日は，原則的に復活祭としていた（Cappelli［１９９８］p.１４）。
ただ暦は，同一都市でも年代により異なるという例もあり，年号の表記については慎重
な判断を要すべきである（泉谷［１９９７］２８頁）。
本稿において西暦の表記は本稿の最後に示した一次史料に関する出典での表記を除き，
全てリヨンの毛織物業者の帳簿内およびその翻刻版内での記述に従っている。
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稿の研究対象たる１９６４年に発見された，史料の体裁を詳述するとともに，翻

訳版 Durdilly［１９６５］の見解を提示する。最後に付録として，会計帳簿の断片

の写真と翻訳を掲載する。

Ⅱ．中世フランス会計史研究の意義

本稿が，会計帳簿の断片を研究対象とし，歴史的研究なかんずく会計史の一

論稿であるのは先述のとおりであるが，本稿のような簿記・会計の生成過程を

考察した既存研究は，その多くがイタリア商人による複式簿記に関するものを

取り上げている。これは中世ヨーロッパの簿記・会計史研究は，ヨーロッパに

おける国際的な金融業務を支配的に行い，財産の状態や取引を計算・記録し

た，イタリア商人の行った簿記が，複式簿記の成立に最も影響を与えたと位置

づけているためである５）。すなわち複式簿記が，「おおむね１３世紀初頭から１４

世紀末までの間に，イタリアで，商業と銀行業の簿記実務のうちに生成発展し，

１５世紀に体系的勘定的組織を確立した６）」という点に関して，多くの既存研究

間で一応の合意に達している。

しかし１３－１４世紀に金融業務を行っていたのも，１４世紀にヨーロッパで活

躍したのも，イタリア商人ばかりではない。ヨーロッパにおいて１３世紀の中

頃までは，十字軍の中でもテンプル騎士団が，国際的かつ卓越した金融業務を

遂行し，また当該騎士団および１４世紀に活躍したフランス商人は，イタリア

商人と同じように，シャンパーニュ祭市や近東（Levant７））貿易を通じた商取

引を試みた８）。

本稿の舞台となるリヨンについては，１４世紀にいたるや経済の繁栄が見ら

れるようになった。フランス内陸部にしてローヌ川（la Rhône）とソーヌ川（la

５）例えば，De Roover［１９３７］；泉谷［１９８０］；片岡［２０００］；小島［１９８７］。
６）小島［１９８７］１９頁；中野［１９９２］２３頁。
７）レバント（Levant）は，地中海東岸一帯の古称である（小学館ロベール仏和大辞典編集
委員会編［１９８８］１４１６頁）。
８）小島［１９８７］１５９頁；宮本［１９４２］７９頁；山瀬［１９６１］１０８頁。
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Saône）とが合流する街リヨンは，その地の利を活かし，貨物輸送における貨

物集散所，ならびに商品の再分配の中枢場所として重要な役割を果たした９）。

そして１３６１年に王領となるシャンパーニュ伯領でのシャンパーニュ祭市に代

わる，商業活動の一拠点として，格好の場所となった１０）。

そのためイタリアに限らず，フランスのような同時期ヨーロッパ内の，商人

らによる記帳技術を可視化することが重要なのはいうまでもない。その一方

で，フランスにおける簿記・会計の生成過程を考察した既存研究については，１６

世紀以降の簿記書に関する文献史的考察が中心である。

そこで，印刷本としての簿記書が登場する以前の，フランスでの簿記・会計

に関する知識がいかなるものであったのかを素描すべく１３－１４世紀フランス

会計帳簿の一次史料，ないしその翻刻版に依拠した実証的研究を，本稿以前よ

り行ってきている１１）。本稿で取り上げるリヨンの毛織物業者の会計帳簿は，そ

の一環を担い，ことにフランスの中でも，内陸部の一都市で商業を営んだ者の

記帳実務を窺い知るための史料と位置づけている。

Ⅲ．リヨンの毛織物業者の会計帳簿（１３２０－１３２４）に

関するこれまでの研究概要

これまで拙稿三光寺［２００８］・［２００９a］および［２００９b］において，本稿の研

究対象であるリヨンで毛織物業を営んだ商人の会計帳簿の断片（１３２０－１３２４）

の実証的分析を試みてきた。ただし，本稿冒頭で示したとおり，小稿で扱った

断片的史料と，本稿の史料とでは同じ会計帳簿の一部であるものの，発見時期

と翻刻版の版行時期が異なる。前者は正確な発見年は不明で，Meyer et Guigue

［１９０６］にてその翻印が確認できる。一方後者については，翻刻版 Durdilly［１９６５］

９）Bonnet［１９７３］p.３２５．
１０）Contamine, Bompaire, Lebecq, et Sarrazin［２００３］pp.３９１－３９２；Kulischer［１９２８］p.２３０（伊
藤・諸田訳［１９７４］３６８－３６９頁）；小島［１９８７］１５９－１６０頁；秀村編［１９５８］１０６頁；宮本
［１９４２］８３－８５頁．
１１）例えば，三光寺［２００６a］；［２００６b］；［２００７a］；［２００７b］；［２００８］；［２００９a］；［２００９b］。
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が１９６４年に発見した史料であると明記している１２）。ここでは前者についての

考察結果を，これまでの研究概要として略説したい。

当該会計帳簿は，現在フランス南東部ローヌ県の古文書館（Archives

Départementales du Rhône（Section Ancienne））が書架番号１j２９７を付して保管

する，フランス商人による残存する最古の記録１３）とされている。なお，この

史料において，記録者である毛織物業者の名前は不明である。発見されたのは，

２枚の大きな紙（縦４０センチ，横３１センチ，裏表に記録あり）と，実物は

２００８年５月時点で当該古文書館では確認できなかったが翻刻版Meyer et

Guigue［１９０６］より存在が窺える１枚の紙片である。記録は，リヨンの方言に

より書き留められている。Meyer et Guigue［１９０６］は翻印する際に記録に番号

を付しているが，上記１枚の紙片も含めると，８３番まである１４）。そして記述

内容より，帳簿全体としては少なくとも２２７枚（裏表で２ページなので，ペー

ジ数であればその２倍になる）の紙で構成されていたと考えられる１５）。

Meyer et Guigue［１９０６］は，この帳簿に関し，各々の記録が債権の発生時に

その日付と共に記載されているものの，歴史的に並べられておらず，債務者の

名前がアルファベット順にまとめられているため日記帳（livre-journal）ではな

いという１６）。確かに，帳簿の断片全てを通じて見ると，日付が前後し，取引を

歴史的に記録してはいない当該帳簿は，債権・債務の記録の断片であるといえ

る。なお，帳簿内で最も見られる名前は，Bernerz Barauzである１７）。

まず，紙片を見て目に入るのは，記録の上にしばしば書き込まれた斜線や×

印，そしてページ毎に真中で縦に二重線を引くことで左右に設けられた欄であ

る。考察の結果，斜線と×印の識別は，特にはないように思われ，斜線・×印

１２）Durdilly［１９６５］p.３７５.
１３）De Roover［１９３７］p.１８５；岸［１９７２］１５４頁；［１９７５］１４頁；小島［１９８７］１６１頁．
１４）Meyer et Guigue［１９０６］pp.４２８－４４４.
１５）Meyer et Guigue［１９０６］p.４３０，４３６［６０］.
１６）Meyer et Guigue［１９０６］p.４２９.
１７）三光寺［２００９a］８７－８８頁；［２００９b］６２－６３頁。
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によって，債権回収の完了ないし記帳重複の回避を，表記したことが窺える。

各々のページ・欄では，顧客毎の区分，債権の発生・回収での区分，毛織物を

誰のために購入したかによる区分があり，その区分の中で概ね時系列に記され

ていることが記録内容から分かる。また，ほぼ全ての欄末で，その欄の債権の

合計残高が提示されている１８）。

次に帳簿内の記述より具体的に解すことのできる特記すべき事項をいくつか

取り上げたい。まず現存する帳簿以外に，現存する帳簿の参照記録として，別

の帳簿を表す「quert」，「paper vermeil」という帳簿が存在し，リヨンの商人が

複数の帳簿を用いたものと捉えられる。Meyer et Guigue［１９０６］は，quert が

おそらく日記帳であったというが１９），可能性は否定できないものの，その判断

は困難である。確かに，人名を分類化した帳簿を作成する前段階で，取引順に

よる歴史的な記録を要したとしても何ら不思議はない。しかし，Meyer et Guigue

［１９０６］が解読した８３の記録の中で，一箇所でしか quert が見当たらない点に

疑問の余地がある。なぜなら仮に quert が日記帳であり，ここから現存する帳

簿へと転記がされたとすれば，quert からの転記の旨は，当該帳簿内の全ての

記録において確認できるはずだからである。他方，paper vermeil も現存する

帳簿内で頻出しない。この paper vermeil については当該帳簿の欄末に位置し

て書かれていることから，債権の未回収分の合計額を記した帳簿ということが

できる２０）。

また，現代フランス語の「a promis（約束した）」という，第三者の貸付を

保証する際に適用される動詞にあたる「repondu」と「repondit」が見られ，あ

る債務者から別の者へ債務を継承した旨やリヨンの毛織物業者が債権の発生時

に回収を担保する証書「letra」を受け取った旨も窺える２１）。

ただし史料に制約があるがゆえ，紡ぎ出せる事項には自ずとして限りはあ

１８）三光寺［２００９a］９８頁；［２００９b］６６頁。
１９）Meyer et Guigue［１９０６］p.４２９.
２０）三光寺［２００９a］１０３－１０６頁；［２００９b］６７－７０頁。
２１）三光寺［２００９a］１０３－１０４頁，１０９－１１０頁；［２００９b］６７－６８，７０－７１頁。
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る。例えば，新たな帳簿の存在が知り得たところで帳簿組織はいかなるものか

ということが疑問として生ずる。債権の回収を担保する証書「letra」に関して

も，その果たした役割を十分には理解できない。しかし，当該会計帳簿の史料

がごくわずかなものであってもその特徴，特に，記録内容の識別と複数の帳簿

の使用から，リヨンの毛織物業者が記帳実務の中で，顧客や業務の管理を試み

ていたことは明らかである２２）。

Ⅳ．１９６４年発見分の会計帳簿に関する体裁とDurdilly［１９６５］の見解

次に，前章で扱った史料からおよそ６０年の時を経た後に発見に至った断片

的史料に話を移す。繰り返しになるが，本稿，そして本稿以降の研究対象とな

るのがこの史料である。当該史料は，１９６４年リヨン南方，ヴィエンヌの図書

館司書（curator・couservateur）Lécutiezが，偶然にして発見したものである２３）。

現在はヴィエンヌの図書館（Bibliothèque Municipale de Vienne）が書架番号M

－２２６を付して保管している。史料は，裏表に記載のある計７枚で，現物は２００９

年３月２６日に現地にて全て確認できた。

縦はいずれも約４０センチメートル，横幅は色々で保存状態の良い紙片は３０

センチメートル以上あるのに対し，甚だしく破損しているものは１０センチメ

ートル程度である２４）。各ページの真中で縦に二重線を引くことで，左右に欄を

設け，記録するようになっている。記録は，通常左側の上から始めて下まで埋

まれば右側上へ進むという順序で行われる。各ページの縦・横幅を図表にした

ものは図表１のとおりである。

なお，図表内の表記方法は Durdilly［１９６５］に倣い，ページの左側を左欄，

右側を右欄とし，さらに各記録に番号付けを行っている。下記のとおり，その

数は８５まである２５）。

２２）三光寺［２００９a］１１２頁；［２００９b］７２頁。
２３）Durdilly［１９６５］p.３７５.
２４）Durdilly［１９６５］p.３７６.
２５）Durdilly［１９６５］pp.３８０－３９６.
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当該帳簿の体裁に続き，翻刻版 Durdilly［１９６５］が導入部で述べた史料に関

する特記事項を概説したい。Durdilly［１９６５］は，記録がリヨンの方言により

書かれており，そして当該帳簿も前章の史料と同じように日記帳でないことを

確認している。なぜならば，記録者は債務者の名前によって記録を分類してお

り，時系列な記録ではないためである２８）。そして Durdilly［１９６５］は当該断片

が，前章の帳簿断片と同じ会計帳簿の一部であると指摘する。その理由として

彼は，両史料から Estevenez de Meunay, Bernert de les Molles, Bozonez, Peros de

Montluelといった同一人物名が確認でき，さらには，当時のリヨンにおける方

言特有の語形である所有形容詞 mont（一人称）と sont（三人称）が双方の史

（Durdilly［１９６５］を参照し２７）筆者が作成）

２６）史料に関する縦・横の長さの測定は，２００９年３月２６日にヴィエンヌの図書館にて筆者
が行った。なお，上下や左右で長さが異なるため，最も長い部分を寸法として提示してい
る。

２７）Durdilly［１９６５］p.３８０.
２８）Durdilly［１９６５］pp.３７６－３７７.

表／裏 左 欄 右 欄 縦×横２６）

１枚目
表 ［１］～［９］ ［１０］～［２１］

４１×２５．７
裏 記載事項なし

２枚目
表 ［２２］～［２７］ ［２８］～［３３］

４１×３０
裏 ［３４］～［４０］ ［４１］～［４３］

３枚目
表 ［４４］～［４７］ ［４８］～［５１］

４１×２９
裏 ［５２］～［５６］ ［５７］～［５９］

４枚目
表 断片的記録 A 記載事項なし

４０×８．５
裏 記載事項なし

５枚目
表 ［６０］～［６２］ ［６３］～［６９］

４１×３１
裏 ［７０］～［７１］ ［７２］～［７４］

６枚目
表 断片的記録 B ［７５］～［７８］

４１×２２
裏 ［７９］ 断片的記録 C

７枚目
表 ［８０］～［８２］ 著しく破損

４１×１３．５
裏 著しく破損 ［８３］～［８５］

図表１ １９６４年発見分の史料のページ別記録内容および寸法
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料で存在することを挙げている２９）。

文字どおり発見といえる事項としては，前章で取り上げた史料の中に，記録

者の名前は一切登場しなかったのに対し，１９６４年発見分の史料冒頭では自

身の名前を Johanym Berguenと記していることがある。すなわち，Johanym

Berguenがこの会計帳簿の記録者といえる。また，記録者 Johanym Berguenは，

Bernerz Barauzという人物と何らかの提携を結んでいた旨が，同じく史料冒頭

部より読み取れる。彼らの遂行した業務について，Durdilly［１９６５］は毛織物

業のみならず，銀行業・仲買・担保を付しての貸付業等を行っていると述べて

いる３０）。

そして，Durdilly［１９６５］の導入部でなかんずく着目すべきなのは，図表２

のとおり，各ページにおいて左右の欄を設け，左欄上から記すのが普通である

が，図表２内の記録に関しては，左欄への記載をした後，その横の右欄へと，

記帳を行っているということである３１）。

２９）Durdilly［１９６５］pp.３７６－３７７.
３０）Durdilly［１９６５］pp.３７６－３７７,３８０.
３１）Durdilly［１９６５］p.３７９.
３２）Durdilly［１９６５］p.３８０.

（Durdilly［１９６５］を参照し３２）筆者が作成）

２枚目

表／裏 左欄 右欄

３枚目

表／裏 左欄 右欄

表

［２２］ ［２８］

表

［４４］ ［４８］

［２３］ ［２９］ ［４５］ ［５０］

［２４］ ［３０］ ［４６］
［４７］ ［５１］

［２５］ ［３１］

裏

［５２］ ［５７］［２６］ ［３２］
［５３］ ［５８］［２７］ ［３３］
［５６］ ［５９］

裏

［３６］ ［４１］

［３８］ ［４２］

［３９］ ［４３］

図表２ 左欄から右欄へと記帳を進めた記録の所在
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Ⅴ．結 語

本稿は，１９６４年に発見されたリヨンの毛織物業を営む商人が記した会計帳

簿の断片について，その分析を行う前段階としてこれまでの研究結果を概説

し，本史料の体裁と共に翻刻版 Durdilly［１９６５］による当該史料の解説を提示

した。そして，本稿では以降の分析に先立つ史料観察に徹するために，本章の

後となるが，付録として本稿の研究対象たる１９６４年に発見された，史料の翻

訳を掲載した。

具体的な史料分析は，史料内の記載事項を把握した後になるものの，Durdilly

［１９６５］より今後の考察において着目すべき点を見出すことができた。まず，

Meyer et Guigue［１９０６］の底本たる同会計帳簿の別の断片では不明であった記

録者の名前が Johanym Berguenであると判明し，さらには債務者 Bernerz Barauz

と，記録者 Johanym Berguenとが提携関係にあることが分かった。これは，今

後の分析を通じ，彼らの商業活動を探る上での一つの大きな鍵となるであろ

う。また，簿記・会計の観点で興味深いのは，いくつかの記録については，当

該史料で見られる通常の記帳順序，すなわち左欄上から下へと記載し，欄内の

記録が埋まった後，右欄上より記録を行うという順序ではなく，左欄から隣の

右欄へとしたためた点である。この手続きは，意図的に行われたのではないだ

ろうか。そして，ここに彼らの有した簿記・会計の知識の一端が潜んでいるの

ではないか。これに関しての考察は，本稿以降の当該史料において，考証の縁

となり得るものと考えている。
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付録１：１９６４年発見分のリヨンの毛織物業者の会計帳簿の現物

（２００９年３月２６日，Bibliothèque Municipale de Vienneにて筆者が撮影）

【写真� １枚目・表面】
（脆い紙片であるため，台紙上に貼付されている。写真�～�も
同じ。）

なお，付録２では左欄を［１］～［９］，右欄を［１０］～［２１］とし
て掲載している。

１４世紀リヨンの毛織物業者の会計帳簿に関する追窮 ３１９



【写真� １枚目・裏面】

なお，記載事項はない。
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【写真� ２枚目・表面】

なお，付録２では左欄を［２２］～［２７］，右欄を［２８］～［３３］として掲載し
ている。

また［２２］⇒［２８］
［２３］⇒［２９］
［２４］⇒［３０］
［２５］⇒［３１］
［２６］⇒［３２］
［２７］⇒［３３］

は左欄から右欄へと記録されている。
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【写真� ２枚目・裏面】

なお，付録２では左欄を［３４］～［４０］，右欄を［４１］～［４３］として掲載して
いる。

また［３６］⇒［４１］
［３８］⇒［４２］
［３９］⇒［４３］

は左欄から右欄へと記録されている。
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【写真� ３枚目・表面】

なお，付録２では左欄を［４４］～［４７］，右欄を［４８］～［５１］として掲載し
ている。

また［４４］⇒［４８］
［４５］⇒［５０］
［４６］⇒［５１］
［４７］⇒［５１］

は左欄から右欄へと記録されている。
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【写真� ３枚目・裏面】

なお，付録２では左欄を［５２］～［５６］，右欄を［５７］～［５９］として掲載して
いる。

また［５２］⇒［５７］
［５３］⇒［５８］
［５６］⇒［５９］

は左欄から右欄へと記録されている。
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【写真� ４枚目・表面】 【写真� ４枚目・裏面】

なお，付録２では左欄を
断片的記録 Aとして掲
載している。

なお，記載事項はない。
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【写真� ５枚目・表面】

なお，付録２では左欄を［６０］～［６２］，右欄を［６３］～［６９］として掲載して
いる。
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【写真� ５枚目・裏面】

なお，付録２では左欄を［７０］～［７１］，右欄を［７２］～［７４］として掲載して
いる。
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【写真� ６枚目・表面】

なお，付録２では左欄を断片的記録 B，右欄を［７５］～［７８］
として掲載している。
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【写真� ６枚目・裏面】

なお，付録２では右欄を［７９］，右欄を断片的記録 Cとして
掲載している。

１４世紀リヨンの毛織物業者の会計帳簿に関する追窮 ３２９



【写真� ７枚目・表面】 【写真� ７枚目・裏面】

なお，付録２では左欄を［８０］～［８２］
として掲載している。右欄は著しく
破損し，ほとんど残っていない。

なお，付録２では右欄を［８３］～［８５］
として掲載している。左欄は著しく破
損し，ほとんど残っていない。
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付録２：１９６４年発見分リヨンの毛織物業者の会計帳簿の原文と試訳３３）

凡 例

� 記録は，原文の翻刻版すなわち中世リヨンの方言，現代フランス語訳，日

本語訳の順で掲載している。

� 中世リヨンの方言で書かれた記述で見られる［ ］内の言葉は，Durdilly

［１９６５］により補われたものである。

� 中世リヨンの方言での記述内で，イタリック体で書かれた箇所は，Durdilly

［１９６５］による，略語に対する解釈である。

� 原文，ないし現代フランス語訳の（ ）は，Durdilly［１９６５］の解説より

引用している。

ただし，そのうち引用箇所を提示していないものは，筆者が付記したもの

である。

� 日本語訳での記述で見られる（ ）は，筆者が付記したものである。

� 日本語訳で，原文内の用語を引用する際にはイタリック体で，現代フラン

ス語訳内の用語を引用する際にはローマン体で表記している。ただし，人名

に関しては常にローマン体で記している。

� 中世リヨンの方言，現代フランス語訳，日本語訳各々で付された点線は，

原文に対し解読不能な箇所である。

� 記録の番号付けは実際の帳簿にはなく，Durdilly［１９６５］が便宜上行った

ものであり，本稿ではこれに従い，各記録に番号を付し，「記録番号」と称

している。

３３）現代フランス語訳および日本語訳は筆者によるものである。なお，原文を現代フランス
語訳する際には翻刻版 Durdilly［１９６５］を参照している。
また祝祭日を日本語訳する際には，原則的に新カトリック大事典編纂委員会［１９９８］を，

必要に応じて小学館ロベール仏和大辞典編集委員会編［１９８８］を参照している。
地名の翻訳にあたっては，翻刻版 Durdilly［１９６５］および小学館ロベール仏和大辞典編

集委員会編［１９８８］を参照している。小学館ロベール仏和大辞典編集委員会編［１９８８］へ
の参照を付した地名は，注意書きを付したものを除き，現存する場所である。
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【１枚目，表面，左欄】

［１］

Remembramci seyt a mey Johanym Berguen que ju dey a l’ovrour per gemz a

cuy jo devym say en areres, deys que li company de mey et de Bernert fut

comencia tro lo jor de festa Nostra Dama de setembro m ccc xxij, en set paper

premeriment dey…

〈現代フランス語訳（以下仏訳）〉

Ce souvenir est à moi Johanym Berguen（, ce）que je dois à l’atelier（ouvroir）pour

（des）gens à qui je devais（cela）auparavant, depuis que l’association de moi et

Bernert fut commencée jusqu’au jour de la fête（de）Notre-Dame de septembre（le

８septembre）１３２２, dans ce papier premièrement, dey...

〈日本語訳（以下和訳）〉

私 Johanym Berguenの記録，私は人々に対して以前に借りていた（ものにつ

いて）仕事場で返済すべし，私と Bernertが提携を始めた時から１３２２年マリア

の誕生の祝日（９月８日）までで，まずこの帳簿に，…

［２］

Item deyt per Berlyon lo maczon de que ly ecrit et avatus say arerz, sus luy,

el follet de xj, soma xx s. v.

〈仏訳〉

Item（il）doit pour Berlyon（,）le maçon de quoi la mention est portée ci-dessus,

sur lui, au feuillet１１, la somme de２０sous viennois.
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〈和訳〉

同様に（彼は）石工の Berlyonに対して返済すべし，それは上記に彼の口座

で記録されている，１１枚目に，合計ヴィエンヌの２０スー。

［３］

Item deyt mays per j de Mayzeu qui los devyt per la mollier Berllyon Luquet

de Sant Pero de Moyffon de que ly ecriz et avatus say arerz sus Bozonet lo

retondour, el follet de xiiij, soma xxviij s. v.

〈仏訳〉

Item（il）doit encore pour un de Meyzieu（*chef-lieu du canton de l’Isère, dans la

banlieue de Lyon３４））qui les devait pour la femme Berllyon Luquet de Saint Pierre de

Moifond（*de la commune de Pusignan（Isère）３５））de quoi la mention est portée ci

-dessus sur Bozonet（,）le retordeur, au feuillet１４, la somme de２８sous viennois.

〈和訳〉

同様に（彼は）Meyzieu３６）のある人３７）に対し返済すべし，（その人は）

Moifond３８）の Berllyon Luquetという女性に対し返済すべきであった，それは上

記に撚糸工の Bozonetの口座で記録されている，１４枚目に，合計ヴィエンヌ

の２８スー。

３４）Durdilly［１９６５］p.４０６.
３５）Durdilly［１９６５］p.４０７.
３６）Meyzieuとは，リヨン郊外にある，イーゼル県の小郡の郡庁所在地である（Durdilly［１９６５］
p.４０６）。

３７）この箇所の訳および解釈は現在検討中である。以下の［４］，［２７］も同様である。
３８）Moifondとは，イーゼル県にある Pusignanの一区域である（Durdilly［１９６５］p.４０７）。
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［４］

Item deyt mays a l’ovrour per j de Mayzeu qui los devit per Guillermet

Guychert de Mayzeu, de que ly ecriz et avatus sus G. Guichert, say arerz en

set paper, el follet de lxxvj, soma xxviij s. v.

〈仏訳〉

Item（il）doit encore à l’atelier pour un de Meyzieu qui les devait pour Guillermet

Guychert de Meyzieu, de quoi la mention est portée sur Guillermet Guychert, ci-

dessus dans ce papier, au feuillet７６, la somme de２８sous viennois.

〈和訳〉

同様に（彼は）Meyzieuのある人に対し仕事場で返済すべし，（その人は）

Moifondの Guillermet Guychertに対し返済すべきであった，それはこの帳簿の

上記に，Guillermet Guychertの口座で記録されている，７６枚目に，合計ヴィエ

ンヌの２８スー。

［５］

Item deyt mays a l’ovrour per Estevenet Cornu［lo］taverner qui los devit say

arerz en set paper de que li ecriz et a［va］tus sus luy, el follet de xxvj, soma

xxv s. v.

〈仏訳〉

Item（il）doit encore à l’atelier pour Estevenet Cornu（,）l’aubergiste qui les devait

ci-dessus dans ce papier de quoi la mention est portée sur lui, au feuillet２６, la

somme de２５sous viennois.
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〈和訳〉

同様に（彼は）宿屋の主人である Estevenet Cornuに対し仕事場で返済すべ

し，（その人は）それらを返済すべきであった，それはこの帳簿の上記に彼の

口座で記録されている，２６枚目に，合計ヴィエンヌの２５スー。

［６］

Item deyt mays a l’ouvrour per Estevenet de Champagny paneter qui los devit

per drauz say arerz en set paper, el follet de xlij de que ly ecriz et avatus sus

luy, soma x lb. et xiiij s. vyan.

〈仏訳〉

Item（il）doit encore à l’atelier pour Estevenet de Champagny（*soit Champagne,

commune au nord de Lyon, soit Champagneux, village disparu, au sud de Lyon sur

la route de Vienne３９））（, le）boulanger qui les devait pour des draps ci-dessus dans ce

papier, au feuillet４２de quoi la mention est portée sur lui, la somme de１０livres１４

sous viennois.

〈和訳〉

同様に（彼は）パン屋の Champagny４０）の Estevenetに対し仕事場で返済すべ

し，（その人は）毛織物に対しそれらを返済すべきであった，それはこの帳簿

の上記に，彼の口座で記録されている，４２枚目に，合計ヴィエンヌの１０リー

ヴル１４スー。

３９）Durdilly［１９６５］p.４０６.
４０）Champagny は，リヨン北部の一区域 Champagne，あるいはヴィエンヌの途中にあるリヨ
ン南部の今日は無き村 Champagneuxである（Durdilly［１９６５］p.４０６）。
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［７］

Item deyt a l’ovrour per Estevenet Grillet, lo marchiant de verz Ron, per xxv

lb. de fromajos que ju pris ches luy.

〈仏訳〉

Item（il）doit encore à l’atelier pour Estevenet Grillet, le marchand du côté du

Rhône, pour ２５（*il y a un espace assez grand entre xxv et lb., ce qui laisse

supposer qu’une partie du chiffre a été effacée４１））livres de fromages que je pris chez

lui.

〈和訳〉

同様に（彼は）仕事場で返済すべし，ローヌ県の近くの商人である Estevenet

Grilletに対し，私が Estevenet Grilletのところで受け取ったチーズの２５リーヴ

ル４２）に対し。

［８］

Item deyt a l’ovrour per Guychert, lo nevur Martinetan forneri, de que ly

ecriz et avatus sus luy say arerz, en set paper, el follet de lxiiij, soma vj s. et

vj d.

〈仏訳〉

Item（il）doit à l’atelier pour Guychert, le neveu Martinetan（, le）fournier, de quoi

４１）Durdilly［１９６５］p.３８１.
４２）Durdilly［１９６５］によると，２５とリーヴルの間にスペースが空いているので，他の数値が
入るとも考えられるとのことである（Durdilly［１９６５］p.３８１）。
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la mention est portée sur lui ci-dessus, dans ce papier, au feuillet６４, la somme de６

sous et６deniers.

〈和訳〉

同様に（彼は）パン焼き職人でMartinetanの甥である Guychertに対し仕事

場で返済すべし，それはこの帳簿の，上記に彼の口座で記録されている，６４

枚目に，合計６スー６ドゥニエ。

［９］

Item deyt mays a l’ovrour per Johannet, lo［fi］l al Jayre, qui los devyt per

drauz, say arerz en set paper, el follet de iiijxx et j, de que ly ecriz et avatus

sus luy, soma viiij s. v.

〈仏訳〉

Item（il）doit encore à l’atelier pour Johannet, le fils au Jayre, qui les devait pour

des draps, ci-dessus dans ce papier, au feuillet８１, de quoi la mention est portée sur

lui, la somme de９sous viennois.

〈和訳〉

同様に（彼は）Jayreの息子である Johannetに対し仕事場で返済すべし，（そ

の人は）毛織物に対しそれらを返済すべきであった，それはこの帳簿の上記

に，８１枚目に，彼の口座で記録されている，合計ヴィエンヌの９スー。
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【１枚目，表面，右欄４３）】

［１０］

Item［deyt］mays a l’ovrour per Jaquemy［n］del ......, lo chapuys, cuy j［u］

［l］o［d］ey de que soz ecriz et ..... en set paper, el follet de iiijxx iij, soma ......

〈仏訳〉

Item（il）doit encore à l’atelier pour Jaquemyn del ......, le charpentier, à qui je le

dois de quoi sa mention est ..... dans ce papier, au feuillet８３, la somme de ......

〈和訳〉

同様に（彼は）Jaquemyn……に対し仕事場で返済すべし，私がそれをその

彼に返済すべき……この帳簿の，８３枚目に，合計……。

［１１］

Item deyt mays a l’ovrour per Johan de Sant ...... de que ly ecriz et avatus sus

luy say［arerz］［en］set paper, el follet de iiijxx et xij, s［oma］......

〈仏訳〉

Item（il）doit encore à l’atelier pour Johan de Sant ...... de quoi la mention est portée

sur lui ci-dessus, dans ce papier, au feuillet９２, la somme de ......

〈和訳〉

同様に（彼は）仕事場で Johan de Sant……に対し返済すべし，それは上記に

４３）１枚目，表面の右端は破損が著しいため，当該右欄において行の最後はいずれも点線で
表している。
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彼の口座で記録されている，この帳簿の，９２枚目に，合計……。

［１２］

Item deyt m［a］ys a l’ovrour per Johanym, lo pa ...... de que ly ecriz et avatus

sus luy, say ar［erz］［en］set paper, el follet de iiijxx et xiij, som［a］......

〈仏訳〉

Item（il）doit encore à l’atelier pour Johanym, le pa ...... de quoi la mention est

portée sur lui, ci-dessus, dans ce papier, au feuillet９３, la somme de .....

〈和訳〉

同様に（彼は）仕事場で……Johanymに対し返済すべし，それは上記に彼の

口座で記録されている，この帳簿の，９３枚目に，合計……。

［１３］

Item deyt mays a l’ovrour［per］Johanym ..... de que ly ecriz et avatus s［us］

luy say ar［erz］［en］set paper, el fo［ll］et de c et v, soma ......

〈仏訳〉

Item（il）doit encore à l’atelier pour Johanym ..... de quoi la mention est portée sur

lui ci-dessus, dans ce papier, au feuillet１０５, la somme de......

〈和訳〉

同様に（彼は）仕事場で……Johanymに対し返済すべし，それは彼の口座で

上記に記録されている，この帳簿の，１０５枚目に，合計……。
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［１４］

Item deyt may a l’ovrour［per］Johannetam Pomcet, a ... ri de que ly ecriz et

...... en set paper, el［fo］llet de c et vij ....

〈仏訳〉

Item（il）doit encore à l’atelier pour Johannetam Pomcet, a ... ri de quoi la mention

est ...... dans ce papier, au feuillet１００et７（?）....

〈和訳〉

同様に（彼は）仕事場で Johannetam Pomcetに対し返済すべし，それは記録

されている……，この帳簿の，１０７４４）枚目に……。

［１５］

Item deyt mays per l［o］petit P[e]ro, lo mayzele［r］,［de］［que］ly ecriz et

avatus sus luy, say arerz, e［n］［set］［paper］, el follet de c et xvj, soma .....

〈仏訳〉

Item（il）doit encore pour le（ou lo）petit Pero, le boucher, de quoi la mention est

portée sur lui ci-dessus, dans ce papier, au feuillet１１６, la somme de .....

〈和訳〉

同様に（彼は）肉屋の le（あるいは lo）petit Peroに対し返済すべし，それ

は上記に彼の口座で記録されている，この帳簿の，１１６枚目に，合計……。

４４）原文では vij の後が解読できないため，「１０７」でなく「１０８」あるいは「１０９」のような
数字である可能性もある。
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［１６］

Item deyt mays a l’ovrour per Mosse Guychert de que li ecriz et avatus sus

luy, say arerz, e［n set paper］, el follet de vjxx et xix, soma .....

〈仏訳〉

Item（il）doit encore à l’atelier pour Monsieur Guychert de quoi la mention est

portée sur lui, ci-dessus, dans ce papier, au feuillet１３９, la somme de .....

〈和訳〉

同様に（彼は）Guychert氏に対し返済すべし，それは彼の口座で上記に記録

されている，この帳簿で，１３９枚目に，合計……。

［１７］

Item deyt mays a l’ovrour per Mosse Guyche［rt］de que ly ecriz et avatus

sus luy, say ar［erz］,［en］［set］［paper］, el follet de vijxx et xiiij, soma ......

〈仏訳〉

Item（il）doit encore à l’atelier pour Monsieur Guychert de quoi la mention est

portée sur lui, ci-dessus, dans ce papier, au feuillet１５４, la somme de ......

〈和訳〉

同様に（彼は）Guychert氏に対し返済すべし，それは上記に彼の口座で記録

されている，この帳簿の，１５４枚目に，合計……。
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［１８］

Item deyt mays a l’ovrour per Mosse Johan ... de que soz ecriz et avatus sus

luy, say ar［erz］,［en］［set］paper, el follet de vijxx et xviiij, s［oma］......

〈仏訳〉

Item（il）doit encore à l’atelier pour Monsieur Johan ... de quoi la mention est portée

sur lui, ci-dessus, dans ce papier, au feuillet１５９, la somme de ......

〈和訳〉

同様に（彼は）仕事場で Johan…氏に対し返済すべし，それは上記に彼の口

座で記録されている，この帳簿の，１５９枚目に，合計……。

［１９］

Item deyt mays a l’ovrour per Perony［n］...... fauros de rua Nova qui los

devyan s［ay］［arerz］［en］［set］paper, el follet de viijxx iiij, soma .....

〈仏訳〉

Item（il）doit encore à l’atelier pour Peronyn ...... forgeron de rue Neuve（*rue de

Lyon existant encore aujourd’hui４５））qui les devait ci-dessus dans ce papier, au

feuillet１６４, la somme de .....

〈和訳〉

同様に（彼は）仕事場で Neuve通り４６）の鍛冶屋……Peronynに対し返済すべ

４５）Durdilly［１９６５］p.４０６.
４６）Neuve通りとは，今日も存在するリヨンの通りの名前である（Durdilly［１９６５］p.４０６）。
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し，（その人達は）それらを返済すべきであった，この帳簿の上記に，１６４枚

目に，合計……。

［２０］

Item deyt mays a l’ovrour per la mollier ...... trollour per sont dedo qui et

avatus ......... en set paper, el follet de vijxx .....

〈仏訳〉

Item（il）doit encore à l’atelier pour la femme ...... celui qui tient le pressoir banal

pour sa dette qui est portée ......... dans ce papier, au feuillet .....

〈和訳〉

同様に（彼は）仕事場でブドウ搾り機を持つ……女性に対し返済すべし，…

…記録されている彼女の債務に対し，この帳簿の，……枚目に……

［２１］

Item deyt j mays a l’ovrour per fra［e］...... de Bellavylla qui per lo romanent

de son［t］［dedo］avatus sus luy say avant .... el follet de iijxx xij, soma .....

〈仏訳〉

Item（il）doit j（?）encore à l’atelier pour frère ...... de Belleville（*chef-lieu de canton

du Rhône, à１４km de Villefranche４７））qui pour le reste de sa dette portée sur lui ci-

dessous .... au feuillet７２, la somme de .....４８）

４７）Durdilly［１９６５］p.４０５.
４８）仏訳１行目の「j」および２行目の「qui pour」が何を意味するかは現在検討中である。
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〈和訳〉

同様に（彼は）仕事場で Villefranche４９）の……親族に対し返済すべし，以下

に彼に関して書かれた彼の債務の残りに対し……７２枚目に，合計……

【２枚目，表面，左欄】

［２２］

Amdreus Gybelins y Estevena sa molliers de Savygneu deyvont per lo

romanent de lur dedo qui et el paper vyeyl pelus, vij lb. et xij s. v., el follet de

ix, soma lxij, s. v. qui sont remua sus Amdreu, say arerz en set paper el follet

de iij.

〈仏訳〉

Amdreus Gybelins et Estevena sa femme de Savygneu（*probablement Savigny,

commune du Rhône près de l’Arbresle５０））doivent pour le reste de leur dette qui est

dans le vieux livre couvert de peau,７ livres et１２ sous viennois, au feuillet９, la

somme de６２sous viennois qui sont reportés sur Amdreus, ci-dessus dans ce papier,

au feuillet３.

〈和訳〉

Amdreus Gybelinsと Savigny５１）の妻である Estevenaは返済すべし，債務の残

りに対し，それは皮革で覆われた古い帳簿の中にある，ヴィエンヌの７リーヴ

ル１２スー，９枚目に，合計ヴィエンヌの６２スー，それはこの帳簿の上記に，

４９）Villefrancheとは，ヴィルフランシュ＝シュール＝ソーヌ（Villefranche-sur-Saône）とい
うリヨン北西方にある小郡の中心地を指すものと思われる（小学館ロベール仏和大辞典編
集委員会編［１９８８］２５２４頁）。

５０）Durdilly［１９６５］p.４０５.
５１）Savignyとは Arbresle近くのローヌ県の一区域である（Durdilly［１９６５］p.４０５）。
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３枚目に，Amdreusの口座で報告されている。

［２３］

Amgnes li flandra de Vinicies et Jaquemez de Vinicies tondire d’utra Sauna,

deyvont lxi s. v. bons per lo romanent de lur dedo qui et el paper vyeyl pelus,

el follet de x.

Item deyt iij s. v. per lo romanent de dime a. de bloy que prit Agnes.

Item deyt mays ix s. v. per ij tierz de bloy de［C]halons qu’illi prit et

Jaquemez de Vinicies de que li ecriz et avatus sus Jaquemet de Vinicies, say

arerz el follet de iiijxx vj.

Item deyt iiij s. per mession de letres, soma lvij s. v. qui sont remua sus

Peronet Raufrey sont maris say arers et en set paper, el follet（Ms. : el follet el

follet de xj）de ixxx x.

〈仏訳〉

Agnes（,）l’employée（*flandra = terme employé comme surnom５２））（Amgnes li

flandra）de Vénissieux（*commune du Rhône dans la banlieue de Lyon５３））et Jaquemet

de Vénissieux（,）tondeur de outre（la）Saône, doivent６１sous bons viennois pour

le reste de leur dette qui est dans le vieux livre couvert de peau, au feuillet１０.

Item（elle）doit３ sous viennois pour le reste d’une demi aune d’étoffe de couleur

bleue qu’Agnes prit.

Item（elle）doit encore９ sous viennois pour２ tiers（*mesure pour les étoffes qui

doit représenter ici le tiers de l’aune５４））d’étoffe de couleur bleue de Châlons-sur-

５２）Durdilly［１９６５］p.３９８.
５３）Durdilly［１９６５］p.４０７.
５４）Durdilly［１９６５］p.４０２.
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Marne qu’elle prit et Jaquemet de Vénissieux de quoi la mention est portée sur

Jaquemet de Vénissieux, ci-dessus, au feuillet８６.

Item（elle）doit４sous pour frais de lettres, la somme de５７sous viennois qui sont

reportés sur Peronet Raufrey son mari ci-dessus dans ce papier, au feuillet１９０.

〈和訳〉

Vénissieux５５）の雇われ人である５６）Amgnesとソーヌ川を越えた剪毛工は，良

質なヴィエンヌの６１スーを返済すべし，彼らの債務の残りに対し，それは皮

革で覆われた古い帳簿の中にある，１０枚目に。

同様に（彼女すなわち Amgnesは）ヴィエンヌの３スーを返済すべし，青色

の布地半オーヌの残りに対し，それは Amgnesが受け取ったものである。

同様に（彼女は）ヴィエンヌの９スーを返済すべし，シャロン＝シュール＝

マルヌ５７）の青色の布地３分の２オーヌの残りに対し，それは彼女が受け取っ

たものである，そしてこの帳簿の上記に，８６枚目に，Vénissieuxの Jaquemet

の口座で報告されている。

同様に（彼女は）４スーを返済すべし，証書の費用に対し５８），合計ヴィエン

ヌの５７スー，この帳簿の上記に彼女の夫である Peronet Raufreyの口座で報告

されている，１９０枚目に。

［２４］

Aymonez li mueta, marchyamz, qui yte davant Sant Nizies deyt vj lb. et xvij

５５）Vénissieuxとは，リヨン郊外の中のローヌ県の一区域である（Durdilly［１９６５］p.４０２）。
５６）Durdilly［１９６５］によると flandra は雇われ人のあだ名のようなものであるため，日本語
には訳していない（Durdilly［１９６５］p.３９８）。記録番号［２９］も同様である。

５７）シャロン＝シュール＝マルヌ（Châlons-sur-Marne）とは，シャンパーニュ地方の中心都
市の一つである（小学館ロベール仏和大辞典編集委員会編［１９８８］２５２４頁）。

５８）mession de letres（仏訳の「frais de lettres」）をひとまず「証書の費用」と訳しているが，
和訳については，現在検討中である。
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s. vj d. v. per sont dedo qui et el paper pelus, el follet de xj, a r. a la sant

Michiel.

〈仏訳〉

Aymonez（,）l’employé（*muet = terme employé comme surnom５９））（Aymonez li

mueta）, marchand, qui demeure avant Saint Nizier doit６ livres et１７sous６deniers

pour sa dette qui est dans le livre couvert de peau, au feuillet１１, à rendre à la saint

Michel（le２９septembre）.

〈和訳〉

商人で，Saint Nizierの前に住む雇われ人である Aymonez６０）は６リーヴル１７

スー６ドゥニエを返済すべし，彼の債務に対し，それは皮革で覆われた帳簿の

中にある，１１枚目に，大天使聖ミカエルの日（９月２９日）に返済する予定で

ある。

［２５］

Aymonez li pechare qui［yt]e verz la Torreta deyt xij s. v. per lo romanent de

sont dedo qui et el paper pelus vyel el follet de xj. Paya v s. v. contanz

Johanneta sa molliers la veylli de Chalendes m ccc xxj, soma vij s. v.

Item deyt mays x s. v. per ij tierz de bloy de Tornay, per ij chapirons a luy y

al cimap que il pritront lo veyndros davant Pentecostes m ccc xxij.

５９）Durdilly［１９６５］p.４００.
６０）Durdilly［１９６５］によると mueta は雇われ人のあだ名のようなものであるため，日本語
には訳していない（Durdilly［１９６５］p.４００）。記録番号［３０］も同様である。
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〈仏訳〉

Aymonez（,）le pêcheur（Aymonez li pechare）qui demeure vers la Torrete doit

１２sous viennois pour le reste de sa dette qui est dans le vieux livre couvert de peau,

au feuillet１１. Johanneta（femme de Aymonez li pechare）sa femme a payé５ sous

viennois comptant la veille de Noël１３２１, la somme de７sous viennois.

Item（il）doit encore１０ sous viennois pour２ tiers d’étoffe de couleur bleue de

Tournai, pour２ chaperons à lui et au cimap ? qu’ils prirent le vendredi devant la

Pentecôte１３２２.

〈和訳〉

Torrete付近に住む Aymonez li pechare６１）はヴィエンヌの１２スーを返済すべ

し，彼の債務に対し，それは皮革で覆われた古い帳簿の中の１１枚目にある。

Aymonez li pechareの妻である Johannetaはヴィエンヌの５スーを現金で返済し

た，１３２１年主の降誕の祭日の前日に，（返済すべき額の残りは）合計ヴィエン

ヌの７スー。

同様に（彼は）ヴィエンヌの１０スーを返済すべし，トゥルネー６２）の青色の

布地３分の２オーヌの残りに対し，彼と cimap６３）の２つの垂れ頭巾６４）用，それ

は（彼らが）受け取ったものである，１３２２年聖霊降臨の主日６５）の前の金曜日に。

６１）pechare（仏訳の「pècheur」）という言葉は小学館ロベール仏和大辞典編集委員会編［１９８８］
では掲載していないが，近い言葉として pécheur＝罪人，pêcheur＝漁師を探し出すことが
できる（小学館ロベール仏和大辞典編集委員会編［１９８８］１７８４頁）。記録番号［３１］およ
び［６９］も同様である。

６２）トゥルネー（Tournai）はベルギー南西部にある一都市である（小学館ロベール仏和大辞
典編集委員会編［１９８８］２４１６頁）。

６３）cimap の詳細は不明である（Durdilly［１９６５］p.３９７）。
６４）chapiron（仏訳の「chaperon」）とは，中世の垂れ頭巾のことである。詰め物をしたかぶ
り物で肩までの垂れ布がある（小学館ロベール仏和大辞典編集委員会編［１９８８］４２４頁）。

６５）聖霊降臨の主日（Pentecôte）は復活祭（キリスト教の移動祝祭日である，春分後の最初
の満月の次の日曜日で，３月２２日と４月２５日の間）後の第７日曜である（小学館ロベー
ル仏和大辞典編集委員会編［１９８８］１７９６頁）。
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［２６］

Bernerz de la Guarda domzeus diz de la Bueri, parochins de Polleu en Foreys

y Estevenins del Puey citiens de Lyan deyvont xj lb. et xiij s. de bons torn.

petiz per lur dedo qui et el paper pelus, el follet de xvj a r. a la me ost, letra

que a Vimcemz d’Amsa lo sando apres la Trinita.

〈仏訳〉

Bernerz de la Guarda jeune homme dit de la Bueri（*probablement la Bury６６））

paroissien de Pouilly-lès-Feurs（*Loire）en Forez et Estevenins del Puey citoyen de

Lyon doivent１１livres et１３sous de bons petits tournois pour leur dette qui est dans

le vieux livre couvert de peau, au feuillet １６ à rendre à la mi-août, lettre que

Vimcent d’Anse（*chef-lieu de canton du Rhône, près de Villefranche６７））a le samedi

après la Trinitè.

〈和訳〉

フォレ（Foez）地方６８）のロワールの Pouilly-lès-Feursの Buryと呼ばれた小教

区の信者である Bernerz de la Guarda６９）とリヨンの市民である Pouillyの

Esteveninsは良質の小さなトゥール貨幣１１リーヴル１３スーを返済すべし，彼

の債務に対し，それは皮革で覆われた古い帳簿の中にある，１６枚目に，８月

半ばに返済する予定である，Anse７０）の Vimcentが有する証書がある，三位一

体の祝日７１）の後の土曜日に。

６６）Durdilly［１９６５］p.４０５.
６７）Durdilly［１９６５］p.４０５.
６８）フォレ（Forez）地方は，中央山脈Massif central北東麓の一地域である。西はフォレ山
脈，東はリヨン山脈に囲まれている（小学館ロベール仏和大辞典編集委員会編［１９８８］１０７５
頁）。

６９）この箇所の訳および解釈は現在検討中である。
７０）Anseは Villefranche近くのローヌ県の小郡にある中心地である（Durdilly［１９６５］p.４０５）。
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［２７］

Bertholomeus de les Molles nes Bernert de les Molles de Balon et Bernerz de

les Moles soz emolos, borgeys de Montluel deyvont vij lb. et iij s. v. per lur

dedo qui et el paper vyeyl pelus el follet de xxv.

Item deyt per j d’ Ayreu qui lay fut et per j romcim ij s. vj d.

〈仏訳〉

Bertholomeus de les Molles neveux Bernerz de les Molles（*il doit s’agir dans tous

ces cas de Bernerz de les Molles que l’on dit bourgeois de Montluel７２））de Balan

（*commune du canton de Miribel（commune du canton de Montluel）（Ain）７３））et

Bernerz de les Molles son emolos, bourgeois de Montluel（*chef-lieu de canton de

l’Ain, dans la banlieue de Lyon７４））doivent７livres et３sous viennois pour leur dette

qui est dans le vieux livre couvert de peau, au feuillet２５.

Item（il）doit pour un d’Heyrieux（*chef-lieu de canton de l’Isère, arrondissement

de Vienne７５））qui fut là-bas et pour１cheval（de charge ou de trait）２sous６deniers.

〈和訳〉

Balan７６）の Bernerz de les Molles７７）の甥である Bertholomeus de les Mollesと

Montluel７８）の資産家である彼の emolos７９）はヴィエンヌの７リーヴル３スーを返

７１）三位一体の祝日とは，聖霊降臨祭の後の最初の日曜日である（小学館ロベール仏和大辞
典編集委員会編［１９８８］２４４９頁）。

７２）Durdilly［１９６５］p.４０３.
７３）Durdilly［１９６５］pp.４０５－４０６.
７４）Durdilly［１９６５］p.４０６.
７５）Durdilly［１９６５］p.４０５.
７６）BalanはMiribelの小郡の一区域である。またMiribelはアン県にあるMontluelの小郡の
一区域である（Durdilly［１９６５］pp.４０５－４０６）。Montluelの詳細は脚注７８）を参照。

７７）付録２で見られる Bernerz de les Mollesは，Montluelの資産家と同一人物である（Durdilly
［１９６５］p.４０３）。
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済すべし，彼らの債務に対し，それは皮革で覆われた古い帳簿の中にある，２５

枚目に。

同様に（彼は）向こうにいた Heyrieux８０）のある人と一頭の輓馬に対して２ス

ー６ドゥニエを返済すべし。

【２枚目，表面，右欄】

［２８］

Paya l s. v. contanz Estevena lo sado apres la Maudeley[na].

Item xl s. v. paya contanz Amdreus Gybellins, lo marz apres la sant

Bertholomeu m ccc xx.

〈仏訳〉

Estevena a payé５０sous viennois comptant le samedi après la sainte Madeleine（le

２２juillet）.

Item Amdreus Gybellins a payé４０ sous viennois comptant, le mardi après la saint

Barthélemy（le２４août）１３２０.

〈和訳〉

Estevenaは現金でヴィエンヌの５０スーを返済した，マグダラの聖マリアの

日（７月２２日）の後の土曜日に。

同様に，Amdreus Gybellinsは現金でヴィエンヌの４０スーを返済した，１３２０

年聖バルテルミーの祝日（８月２４日）に。

７８）Montluelはリヨン郊外にあるアン県の小郡の中心地である（Durdilly［１９６５］p.４０６）。
７９）emolos の詳細は不明である（Durdilly［１９６５］p.３９８）。
８０）Heyrieuxはイーゼル県の郡庁所在地の，ヴィエンヌの一区域である（Durdilly［１９６５］p.
４０５）。
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［２９］

Paya xv s. v. comtanz Agnes li flandra, lo sando davant la sant Michel m ccc

xx, soma lij s. v.

Item v s. v. paia contanz Angnes li flandra, lo jor de festa s. Anthoyno.

〈仏訳〉

Agnes li flandra（, l’employée）a payé１５sous viennois comptant, le samedi devant

la saint Michel（le２９septembre）１３２０, la somme de５２sous viennois.

Item Agnes li flandra（, l’employée）a payé５ sous viennois comptant, le jour de

fête de la saint Antoine（le１７janvier）.

〈和訳〉

雇われ人である Agnesは現金でヴィエンヌの５２スーを返済した，１３２０年大

天使聖ミカエルの祝日（９月２９日）の前の土曜日に，合計ヴィエンヌの５２ス

ー。

同様に雇われ人である Agnesは現金で５スーを返済した，聖アントアンの

祝日（１月１７日）に。

［３０］

Paya l s. v. contanz Aymonez li mueta, lo mercros apres la sant Michiel m ccc

xx, per ij agnex d’or.

Item xxv s. v. paia contanz Peronez li mueta sel meymo jor.

Item xxv s. v. paia contanz Aymon［ez］li mueta per j agnel, lo jos apres festa

samti Katerina m ccc xx.

Item xxv s. v. paia contanz Aymonez lo sando davant Chal［en］des m ccc xx.
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Item xij s. vj d. v. paia contanz lo jos apres la Ch［an］deluza m ccc xx.

〈仏訳〉

Aymonez（,）l’employé（Aymonez li mueta）a payé５０ sous viennois comptant,

le mercredi après la saint Michel（le２９septembre）１３２０, pour２monnaies d’or dont

le type était un agneau pascal.

Item Peronez（,）l’employé（Peronez li mueta）a payé２５sous viennois comptant

ce même jour.

Item Aymonez l’employé（Aymonez li mueta）a payé２５ sous viennois comptant,

pour une monnaie d’or dont le type était un agneau, le jeudi après la sainte

Catherine（le２５novembre）１３２０.

Item Aymonez a payé２５ sous viennois comptant le samedi devant la Chandeleur

１３２０.

Item（il a）payé１２ sous６deniers viennois comptant le jeudi après la Chandeleur

１３２０.

〈和訳〉

雇われ人である Aymonezは現金でヴィエンヌの５０スーを返済した，１３２０

年大天使聖ミカエルの祝日（９月２９日）の後の水曜日に，過越の子羊（agneau

pascal）８１）が描かれた２枚の金貨（２アニェル）８２）に対し。

同様に雇われ人である Peronez（Peronez li mueta）は現金でヴィエンヌの２５

スーを返済した，同じ日に。

同様に雇われ人である Aymonez（Aymonez li mueta）は現金で２５スーを返

済した，子羊が描かれた１枚の金貨（１アニェル）に対し，１３２０年聖カタリ

８１）過越の子羊（agneau pascal）とはユダヤ教徒が過越祭の夜に食す子羊を指す（小学館ロ
ベール仏和大辞典編集委員会編［１９８８］５３頁）。

８２）アニェルは（agneal，agneauの古形）は１２世紀から１５世紀の間に鋳造された金貨であ
る（小学館ロベール仏和大辞典編集委員会編［１９８８］５３頁）。
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ナ祭（１１月２５日）の前の木曜日に。

同様に Aymonezは現金でヴィエンヌの２５スーを返済した，１３２０年主の奉

献の祝日（２月２日）の前の土曜日に。

同様に（彼は）現金でヴィエンヌの１２スー６ドゥニエを返済した，１３２０年

主の奉献の祝日（２月２日）の後の木曜日に。

［３１］

Remua sus Aymonet lo pechour el paper novo vermeyl, el follet de .......... la

veylli de la Chandeluza m ccc xxiij.

〈仏訳〉

Reporté sur Aymonet lo pechour（le pêcheur）dans le livre neuf à couverture rouge,

au feuillet .......... La veille de la Chandeleur１３２３.

〈和訳〉

表紙が赤く新しい帳簿の中の，Aymonez li pechareの口座に報告した..........,

１３２３年主の奉献の祝日（２月２日）の前日に。

［３２］

Paia vj lb. v s. v. contanz Estevenins del Puey, lo veyndros davant［la］sant

Lorent m ccc xx.

Item xxv s. v. paia contanz Estevenins del Puey sel meymo jor.

Item lxx s. v. paia contanz Estevenins lo mercros apres festa Notra Dama de

setembro m ccc xx.

Item lxxj s. iij［d.］v. contanz paya contanz Estevenins, lo marz apres la
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sa［nt］Michiel m ccc xx.

〈仏訳〉

Estevenins del Puey a payé６ livres５ sous viennois comptant, le vendredi devant

la saint Laurent（le１０août）１３２０.

Item Estevenins del Puey a payé２５sous viennois comptant ce même jour.

Item Estevenins a payé７０ sous viennois comptant le mercredi après la fête（de）

Notre-Dame de septembre（le８septembre）１３２０.

Item Estevenins a payé７１sous３deniers viennois comptant, le mardi après la saint

Michel１３２０（le２９septembre）.

〈和訳〉

Estevenins del Pueyは，現金でヴィエンヌの６リーヴル５スーを返済した，

聖ラウレンティウスの祝日（８月１０日）８３）の前に。

同様に Estevenins del Pueyはヴィエンヌの２５スーを返済した，同じ日に。

同様に Esteveninsは，現金でヴィエンヌの７０スーを返済した，１３２０年マリ

アの誕生の祝日（９月８日）の後の水曜日に。

同様に Esteveninsは，現金でヴィエンヌの７１スー３ドゥニエを返済した，

１３２０年大天使聖ミカエルの祝日（９月２９日）の後の火曜日に。

［３３］

Paya vj lb. et xiij s. v. contanz Guillermyns de les Molles, fiuz Bernert de les

Molles, lo jor de festa sant Luc avangelita.

８３）聖人 Laurentはローマの通称では Laurentius，すなわちラウレンティウスという（新カト
リック大事典編纂委員会［１９９８］第 IV巻，１１９頁）。
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Item xij s. vj d. v. paia contanz Bernerz lo jor de la sant Elayre m ccc xx.

〈仏訳〉

Guillermyns de les Molles, fils Bernerz de les Molles a payé６ livres et１３ sous

viennois comptant, le jour de fête（de la）saint Luc（le１８octobre）évangéliste.

Item Bernerz a payé１２sous６deniers viennois comptant le jour de la saint Hilaire

（le１４janvier）１３２０.

〈和訳〉

Bernert de les Mollesの息子である Guillermyms de les Mollesは現金でヴィエ

ンヌの６リーヴル１３スーを返済した，聖ルカの祝日（１０月１８日）に。

同様に Bernerzは現金でヴィエンヌの１２スー６ドゥニエを返済した，１３２０

年聖ヒラリウスの日（１月１４日）８４）に。

【２枚目，裏面，左欄】

［３４］

［B］oniffaci d’Ornaceu y Uguonez soz frare et Perros（*Ms. : Perrros８５））de

Vannouri codurerz qui yte en la chapelleri deyvont per lo romanent de lur dedo

qui et el paper pelus vyeyl el follet de xxviij, xxv lb. v. bons.

Item deyt per j commandament del conto ij s. vj d. v.

〈仏訳〉

Boniffaci d’Ornacieux（*commune du canton de La Côte Saint-André（Isère）８６））et

８４）ただし新カトリック大事典編纂委員会［１９９８］では，１月１３日が聖ヒラリウスの日で
あるとする（新カトリック大事典編纂委員会［１９９８］第 IV巻，２２４頁）。

８５）Durdilly［１９６５］p.３８４.
８６）Durdilly［１９６５］p.４０６.
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Uguonez son frère et Perros de Vannouri couturier qui demeure dans la chapellerie

doivent pour le reste de leur dette qui est dans le vieux livre couvert de peau au

feuillet２８,２５livres viennois bons.

Item（il）doit pour un commandement du comte２sous６deniers viennois.

〈和訳〉

Ornacieux８７）の Boniffaciとその兄弟 Uguonezと帽子屋に住む仕立屋の

Perros８８）de Vannouriは返済すべし，彼らの債務の残りに対し，それは皮革で覆

われた古い帳簿の中にある，２８枚目に，良質のヴィエンヌの２５リーヴル。

同様に（彼は）返済すべし，伯爵８９）の命令９０）に対し，ヴィエンヌの２スー

６ドゥニエ。

［３５］

Item deyt Uguonez de Myribel per lo romanent de sont dedo qu’el deyt el

paper vyeyl pelus per lo romanent de les robes a soz ecuerz et de cey et de si

mollier li quauz et el follet de ixxx et viij, soma x lb. et vj s. et ij s. et vj d. per

lo commandamenz. Cit duy dedo sont remua sus Uguonet de Myribel, vij

follez say avant.

８７）Ornacieuxは，イーゼル県の La Côte Saint-Andréの小郡の一区域である（Durdilly［１９６５］
p.４０６）。

８８）手稿では，Perrros と書かれている（Durdilly［１９６５］p.３８４）。
８９）conto（仏訳の「comte」）には，この他，「中世初期の君主側近の高官，近従」等の意味
もあり，今後さらなる検討が必要である（小学館ロベール仏和大辞典編集委員会編［１９８８］
５２４頁）。
９０）commandamenz（仏訳の「commandement」）には，この他，「義務」や「差押え前支払催
促」等の意味もあり，今後さらなる検討が必要である（小学館ロベール仏和大辞典編集委
員会編［１９８８］５０４頁）。記録番号［３５］，［７９］も同様である。
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〈仏訳〉

Item Uguonez de Miribel doit pour le reste de sa dette qu’il doit dans le vieux livre

couvert de peau pour le reste des robes de ses écuyers et la sienne et de sa femme

lesquelles sont au feuillet１８８. La somme de１０ livres et６ sous et２ sous et６

deniers pour le commandement. Ces deux dettes sont reportées（sur）Uguonez de

Miribel,７feuillets ci-dessous.

〈和訳〉

同様にMiribelの Uguonezは返済すべし，彼の債務の残りに対し，それは皮

革で覆われた古い帳簿の中にある，彼の近習９１）と彼自身と彼の夫人の服の残

りに対し，それは１８８枚目にある。合計１０リーヴル６スー，そして命令に対

し２スーと６ドゥニエ。これら２つの債務はMiribelの Uguonez（の口座）に

報告される，下記７枚目に。

［３６］

Uguonez Rypauz, li chamjare d’utra Sauna, deyt per Bernert Durant l’ecuer

al seygnour d’Anjo, el paper vyel pelus, el follet de xxix, soma x s. v.

〈仏訳〉

Uguonez Rypauz, le changeur d’outre Saône, doit pour Bernert Durant l’écuyer au

seigneur d’Anjou（commune du canton de Roussillon（Isère）９２））, dans le vieux livre

couvert de peau, au feuillet２９, la somme de１０sous viennois.

９１）ecuer（仏訳の「écuyer」）には，この他，「騎士に叙せられる以前の貴族の子弟」，「平貴
族：高位貴族 chevalierの下に位し，爵位を持たない」，そして「宮内府主馬寮の役人」等
の意味もあり，今後さらなる検討が必要である（小学館ロベール仏和大辞典編集委員会編
［１９８８］８４３頁）。
９２）Durdilly［１９６５］p.４０５.
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〈和訳〉

ソーヌ川の向こうの両替商の Uguonez Rypauzは返済すべし，Anjou９３）の領

主の騎士である Bernert Durantに対し，皮革で覆われた古い帳簿の中の，２９枚

目に，合計ヴィエンヌの１０スー。

［３７］

Item deyt per lo romanent de sont dedo qu’el deyt el paper vyeyl pelus, el

follet de cc iij, soma xxviiij s. v.

〈仏訳〉

Item（il）doit pour le reste de sa dette qu’il doit dans le vieux livre couvert de peau,

au feuillet２０３, la somme de２９sous viennois.

〈和訳〉

同様に（彼は）返済すべし，彼の債務の残りに対し，それは彼が皮革で覆わ

れた古い帳簿の中の２０３枚目で返済すべしものである，合計ヴィエンヌの２９

スー。

［３８］

Bernerz de les Molles, borgeys, deyt per sont dedo qu’el deyt el paper vyeyl

pelus, el follet de xxx, soma vj lb. v s. e viij d. v.

Item deyt xxiiij s. v. per j a. de quamelim vyolet de Malines que pritront si

９３）Anjouはルシヨン地方の郡にある一市町村である（Durdilly［１９６５］p.４０５）。また，ルシ
ヨン地方（Roussillon）は，ピレネー山脈から地中海にかけて広がる地域で，ほぼピレネー
＝ゾリアンタル県に相当する（小学館ロベール仏和大辞典編集委員会編［１９８８］２１５７頁）。
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duy fil, lo marz apres la s. Mychyel m ccc xxj, soma c s. viij d. de romanent.

〈仏訳〉

Bernerz de les Molles, bourgeois, doit pour sa dette qu’il doit dans le vieux livre

couvert de peau, au feuillet３０, la somme de６livres５sous８deniers viennois.

Item（il）doit２４sous viennois pour１aune de camelin violet de Malines que ses deux

fils prirent, le mardi après la saint Michel（le２９septembre）１３２１, la somme de１００

sous８deniers de reste.

〈和訳〉

資産家の Bernerz de les Mollesは返済すべし，彼の債務に対し，それは皮革

で覆われた古い帳簿の中にある，３０枚目に，合計ヴィエンヌの６リーヴル５

スー８ドゥニエ。

同様に（彼は）ヴィエンヌの２４スーを返済すべし，マリーヌ９４）の紫色のバ

スケット織りの紡毛服地９５）１オーヌに対し，それは彼の二人の息子が受け取っ

た９６），１３２１年大天使聖ミカエルの祝日（９月２９日）の後の火曜日に，合計残

りの１００スー８ドゥニエ。

［３９］

Bertholomeus de Montex et Jaquemeta sa molliers, ecoffert qui ytont en la

poya quant on vayt a Sant Just et Marguarita li cirventa Mosse Girert d’Illins

qui yte verz les ecloysons deyvont per lo romanent de lur dedo qui et el paper

９４）マリーヌ（Malines）は現在のベルギー王国の中北部の都市である（小学館ロベール仏和
大辞典編集委員会編［１９８８］１４７９頁）。

９５）quamelim（仏訳の「camelin」）とは，中世，フランドル地方のバスケット織りの紡毛服
を指す（小学館ロベール仏和大辞典編集委員会編［１９８８］３５７頁）。

９６）この箇所の仏訳と和訳，および解釈は現在検討中である。
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pelus lonc, el follet de xxx, soma xlviij s. v.

〈仏訳〉

Bertholomeus de Montex（*probablement Montbieux, commune du canton de

Villars-les-Dombes（Ain）９７））et Jaquemeta sa femme, ouvriers en cuir qui demeurent

à la côte quand on va à Saint Just et Marguarita（, la servante）（Marguarita li

cirventa）Monseigneur Girert d’ Illins（*probablement Illins, hameau près de Luzinay

（Isère）qui était au moyen âge une châtellenie９８））qui demeure vers les ecloysons

（*rempart de Lyon entre la poterle de la Torrete et la porte de la Pescherie, dans le

quartier des Terreaux９９））doivent pour le reste de leur dette qui est dans le livre garni

de poils long, au feuillet３０, la somme de４８sous viennois.

〈和訳〉

Saint Justに行く際に（通る）坂に住む皮なめし職人であるMontex の

Bertholomeus１００）と彼の妻 Jaquemetaと，女中Marguarita（と），リヨンの城塞１０１）の

近くに住む Illins１０２）の Girert氏は返済すべし，彼らの債務の残りに対し，それ

は皮革で覆われた長い１０３）帳簿の中にある，３０枚目に，合計ヴィエンヌの４８

スー。

９７）Durdilly［１９６５］p.４０６.
９８）Durdilly［１９６５］p.４０６.
９９）Durdilly［１９６５］p.３９８.
１００）Montex はおそらくMontbieuxというアン県の Villars-les-Dombesの小郡の一区域を指す
（Durdilly［１９６５］p.４０６）。
１０１）Durdilly［１９６５］によると，当該リヨンの城塞は，poterle de la Torreteと Pescherieの要
衝都市の間にあるということである（Durdilly［１９６５］p.４０６）。詳細は，現在検討中である。

１０２）Illins は，中世に城主の支配権が及ぶ領地であったイーゼル県の Luzinayの近くにある
小集落である Illinsだと考えられる（小学館ロベール仏和大辞典編集委員会編［１９８８］４３４
頁）。

１０３）「長い」が形容するものは，帳簿自体の寸法，あるいは帳簿を覆う皮革という，二つの
可能性がある。これについては，分析を行う際の一課題としたい。
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［４０］

Soma per lo romanent de cet dedo que deyt Bertholomeus de Momtex xxviij

s. v. qui sont remua sus luy, el paper novo vermeyl, el follet de xij.

〈仏訳〉

La somme pour le reste de cette dette que Bertholomeus de Montbieux doit２８sous

viennois qui sont reportés sur lui, dans le livre neuf à couverture rouge, au feuillet

１２.

〈和訳〉

合計その債務の残りに対し，Montbieuxの Bertholomeusはヴィエンヌの２８

スーを返済すべし，それは彼（の口座）に報告される，赤色の表紙の新しい帳

簿の中の，１２枚目に。

【２枚目，裏面，右欄】

［４１］

Paya x s. v. contanz Ugu[onez］Ripauz, lo jos apres l’oytava de la Chandeluza

m ccc xx.

〈仏訳〉

Uguonez Rypauz a payé１０ sous viennois comptant, le jeudi après l’octave de la

Chandeleur１３２０.

〈和訳〉

Uguonez Rypauzは現金でヴィエンヌの１０スーを返済した，１３２０年主の奉献
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の祝日（２月２日）の８日間の後の木曜日に。

［４２］

Paya xxxix s. v. contanz Johanz Gennerz lo jos davant la Thosanz.

Item x s. v. paia contanz Johanz Bollers de Montluel los jos davant la

Cha［n］deluza m ccc xx.

Item c s. viij d. v. paia contanz Bernerz de les Molles, lo jos apres la

Thossanz m ccc xxj.

〈仏訳〉

Johanz Gennerz a payé３９sous viennois comptant le jeudi devant（la）Toussaint.

Item Johanz Bollers de Montluel a payé１０ sous viennois comptant le jeudi devant

la Chandeleur１３２０.

Item Bernerz de les Molles a payé１００ sous８ deniers viennois comptant, le jeudi

après la Toussaint１３２１.

〈和訳〉

Johanz Gennerzは現金でヴィエンヌの３９スーを返済した，諸聖人の祝日（１１

月１日）の前の木曜日に。

同様にMontluelの Johanz Bollersは現金でヴィエンヌの１０スーを返済し

た，１３２０年主の奉献の祝日（２月２日）の前の木曜日に。

同様にMollesの Bernerzは現金でヴィエンヌの１００スー８ドゥニエを返済し

た，１３２１年諸聖人の祝日（１１月１日）の後の木曜日に。
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［４３］

Paya iiij s. v. contanz Maguarita la veylli de la me ost.

Item iiij s. v. paya contanz Marguarita lo jor de la s. Michiel.

Item iiij s. v. paya contanz Marguarita lo veyndros davant festa s.

Symon et Juda m ccc xx.

Item iiij s. v. paia contanz Marguarita lo marz apres la s. Andreu.

Item iiij s. v. paia contanz Marguarita lo jos davant la C［ha］ndeluza.

〈仏訳〉

Marguarita a payé４sous viennois comptant la veille de la mi-août.

Item Marguarita a payé４sous viennois comptant le jour de la saint Michel.

Item Marguarita a payé４ sous viennois comptant le vendredi devant la fête des

saints Simon et Jude（le２８octobre）１３２０.

Item Marguarita a payé４sous viennois comptant le mardi après la saint André（le

３０novembre）.

Item Marguarita a payé４sous viennois comptant le jeudi devant la Chandeleur.

〈和訳〉

Marguaritaは現金でヴィエンヌの４スーを返済した，８月半ばの（ある日の）

前日に。

同様にMarguaritaは現金でヴィエンヌの４スーを返済した，大天使聖ミカエ

ルの祝日（９月２９日）に。

同様にMarguaritaは現金でヴィエンヌの４スーを返済した，１３２０年使徒聖

シモンと使徒聖ユダの日（１０月２８日）の前の金曜日に。

同様にMarguaritaは現金でヴィエンヌの４スーを返済した，使徒聖アンデレ

の日（１１月３０日）の後の火曜日に。
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同様にMarguaritaは現金でヴィエンヌの４スーを返済した，主の奉献の祝日

（２月２日）の前の木曜日に。

【３枚目，表面，左欄】

［４４］

Berauz de la Fontanna chanoynos de［Sa］nt Joh［an］qui fut fiuz［R］eynaldet

de la Fontanna et Guycherdez de la Plateri deyvont xij lb. et iiij s. v. per lo

romanent de sont dedo qui et el paper pelus, el follet de xxxj, a r. a la

Thossanz.

Item ...... xviij d. per l’ecritura de la letra de set dedo.

Item deyvont xix ...... bons per dime a. de pers emcro et per dime a. de

quamelim d’Aubenton［que］prit soz frare et Guycherz de la Plateri lo jos

davant la［sant］Amdreu m ccc xx, soma xiij lb. et iiij s. vj d. v.

Item dey［vont］... xviij s. v. per dime a. de say guandia（*On pourrait à la

rigueur lire guanteria１０４））et per dime a. de .... que pritront soz frare e G. de la

Palteri lo veyndros apres la Maudeleyna m ccc xxj, soma xiij lb. ij s. vj d. v.

qui sont remua say arerz .....

...... l’epicerz qui yte de soz Mosse Amsel［me］de Durchi ..... s. v. per lo

d［edo］qui et el paper pelus vyeyl, el follet de xxxj.

〈仏訳〉

Berauz de la Fontanna chanoine de Saint Jean qui fut fils Reynaldet de la Fontanna

et Guycherz de la Platière（*ancien faubourg de Lyon sur la rive gauche de la

Saône１０５））doivent１２livres et４sous viennois pour le reste de sa dette qui est dans le

１０４）Durdilly［１９６５］p.３８５.
１０５）Durdilly［１９６５］p.４０６.
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livre couvert de peau, au feuillet３１, à rendre à la Toussaint.

Item ......１８deniers pour l’acte d’écrire la reconnaissance de cette dette.

Item（ils）doivent１９ ...... bons pour une demi aune de pers（*tissu de couleur

généralement bleu foncé ou bleu tirant sur le vert１０６））sombre et pour une demi aune

de camelin d’Aubenton［que］son frère et Guychez de la Platière prirent le jeudi

devant la saint André（le３０ novembre）１３２０, la somme de１３ livres et４ sous６

deniers viennois.

Item（ils）doivent ... １８ sous viennois pour une demi aune d’étoffe de laine

inférieure et pour une demi aune de .... que son frère et Guycherz de la Platière

prirent le vendredi après la sainte Madeleine（le２２ juillet）１３２１, la somme de１３

livres２sous６deniers viennois qui sont reportés ci-dessus .....

...... L’épicier qui demeure de son Monsieur Anselme de Durchi ..... sous viennois

pour la dette qui est dans le vieux livre couvert de peau, au feuillet３１.

〈和訳〉

Reynaldet de la Fontannaの息子であった Saint Jean１０７）の司教座聖堂参事会員

の Berauz de la Fontannaと Platière１０８）の Guycherdezは１２リーヴル４スーを返

済すべし，債務の残りに対し，それは皮革で覆われた帳簿の中にある，３１枚

目に，諸聖人の祝日（１１月１日）に返済する予定である。

同様に（彼らは）……１８ドゥニエ，この債務の証書に対して。

同様に（彼らは）良質の１９……返済すべし，くすんだ pers１０９）半オーヌに対

し，それと Aubentonのバスケット織りの防毛服地半オーヌに対し，それ（ら）

１０６）Durdilly［１９６５］p.４００.
１０７）Saint Jeanが表す場所には二つの可能性があり，一つは西フランス，ラ・ロシェル（la
Rochelle）の南東方のサン＝ジャン＝ダンジェリ（Saint-Jean-d’Angély）で，もう一つはフ
ランス南西部の大西洋海岸に位置する，ビアリッツの南方のサン＝ジャン＝ド＝リューズ
（Saint-Jean-de Luz）である（小学館ロベール仏和大辞典編集委員会編［１９８８］２１７３頁）。
１０８）Platièreは，ソーヌ川の左岸にある昔のリヨン周辺地域を指す（Durdilly［１９６５］p.４０６）。
１０９）persとは，一般的に濃い青色か緑に近い青色の布地である（Durdilly［１９６５］p.４００）。
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は彼の兄弟と Guycherz de la Platerが受け取ったものである，１３２０年使徒聖ア

ンデレの日（１１月３０日）の前の木曜日に，合計ヴィエンヌの１３リーヴルと

４スー６ドゥニエ。

同様に（彼らは）……ヴィエンヌの１８ドゥニエを返済すべし，質の悪い羊

毛の布地半オーヌに対し，それと……半オーヌに対し，それ（ら）は彼の兄弟

と Platièreの Guycherdezが受け取ったものである，１３２１年マグダラの聖マリ

アの日（７月２２日）の後の金曜日に，合計ヴィエンヌの１３リーヴル２スー６

ドゥニエ，それは上記に報告されている……

……食料品屋 Anselme de Durchi氏……住む，ヴィエンヌの……スー，債務

に対し，それは皮革で覆われた古い帳簿の中にある，３１枚目に。

［４５］

Cornus li tavernerz qui vent los vins a mayzon, deyt per lo romanent de sont

dedo qui et el paper pelus vyeyl, el［fo］llet de xxxiij, soma iiij s. v.

［D］eyt mays Cornus per Uguonet Bont de Culleu qui los ....... paper, el follet

de cc et xviij.

〈仏訳〉

Cornus li tavernerz（, l’aubergiste）qui vend les vins à la maison, doit pour le reste

de sa dette qui est dans le vieux livre couvert de peau, la somme de４sous viennois.

［D］oit encore Cornus pour Uguonet Bont de Culleu（*probablement Écully,

commune limitrophe de Lyon au nord-ouest１１０））qui les ....... papier（ou livre）, aux

feuillets２００et１８.

１１０）Durdilly［１９６５］p.４０６．
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〈和訳〉

家でワインを売る宿屋の主人である Cornus（あるいは Cournus li tavernerz）

は，返済すべし，彼の債務の残りに対し，それは皮革で覆われた古い帳簿の中

にある，３３枚目に，合計ヴィエンヌの４スー。

同様に Cornusは返済すべし Culleu１１１）の Uguonet Bontに対し，それは……帳

簿にある，２１８枚目に。

［４６］

［D］ama Marguarita, dama de Montluel et de Colonpnya et J［ocer］amz de

Loyetes, citiens de Lyan, deyvont xliiij lb. et v s. vj d. per lo romanent de lur

dedo qui et el paper pelus vyeyl, el follet de xl.

Item deyt Joceranz de Loyetes qu’el repondit per Peron Corteys qui los devit

say［a］rer［z］, el follet de viiijxx vj, soma viij lb. v. Soma per ........ dama de

Montluel lij lb. v s. vj d.

〈仏訳〉

Dame Marguarita, dame de Montluel et de Colonge（*les localités et lieux-dits de

ce nom sont nombreux１１２））et Joceramz de Loyettes（*commune du canton de Lagnieu

（Ain）１１３））, citoyens de Lyon doivent４４ livres et５ sous６ deniers pour le reste de

leur dette qui est dans le vieux livre couvert de peau, au feuillet４０.

Item Jeceramz de Loyetes doit（,）qu’il répondit（*au sens de s’engagea, promit１１４））

pour Peron Corteys qui les devait ci-dessus, au feuillet１８６, la somme de８ livres

１１１）Culleu はおそらく Écullyという，リヨン北西に隣接した一区域である（Durdilly［１９６５］
p.４０６）。

１１２）Durdilly［１９６５］p.４０６.
１１３）Durdilly［１９６５］p.４０６.
１１４）Durdilly［１９６５］p.４０１.
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viennois. La somme de pour ........ dame de Montluel５２livres５sous６deniers.

〈和訳〉

Marguarita夫人，Colongeの（この名前の場所は多数ある）夫人そしてリヨ

ンの住民である Loyettes１１５）の Joceramzは，４４リーヴル５スー６ドゥニエを返

済すべし，債務の残りに対し，それは皮革で覆われた古い帳簿の中にある，４０

枚目に。

同様に Loyettesの Joceramzは返済すべし，それは彼が Peron Corteysに対し

て保証したものである，彼（Peron Corteys）はそれらを上記で返済すべきであっ

た，１８６枚目で，合計ヴィエンヌの８リーヴル。合計Montluelの婦人……に対

し５２リーヴル５スー６ドゥニエ。

［４７］

Item deyt Joceramz de Loyetes lvij s. v. per j a. dime de reya de ...... a fayt

males cotes li sire de Montluel et per j a. dime de tagne per la mala cota partia

Peronyn de Vyllurbanna qu’el prit lo jor de festa s. Denys. Cez dedos et

remuas sus luy el paper（*le mot précédent «pelus» est très effacé, on peut

vraisemblablement sous-entendre «vyel»１１６））.... pelus.

〈仏訳〉

Item Joceramz de Loyettes doit５７ sous viennois pour１aune et demi de drap rayé

（*catégorie de draps très répandue１１７））de ...... a fait males cotes（*sorte de jupe１１８））

le seigneur de Montluel et pour１aune et demi de tagne（*sorte d’étoffe１１９））pour la

１１５）Loyettesは，アン県 Lagnieuの小郡の一区域である（Durdilly［１９６５］p.４０６）。
１１６）Durdilly［１９６５］p.３８６.
１１７）Durdilly［１９６５］p.４０１.
１１８）Durdilly［１９６５］p.３９９.
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mala cota partia（*ce qualificatif s’applique à un vêtement divisé verticalement par

moitié en deux couleurs de draps１２０））Peronyn de Villeurbanne（*commune du Rhône

dans la banlieue de Lyon１２１））qu’il prit le jour de fête（de）saint Denis（le９octobre）.

Ces dettes sont reportées sur lui dans le vieux livre couvert de peau .....

〈和訳〉

同様に Loyettesの Joceramzはヴィエンヌの５７スーを返済すべし，縞のある

毛織物１２２）１オーヌ半に対し，Montluelの領主のために作った１２３）mala cota（ス

カートの種類）（用），それと tagne（布地の種類）１オーヌ半に対し，

Villeurbanne１２４）の Peronyn（の）mala cota partia１２５）用，それは彼が受取ったも

のである，サン・ドニ（聖ディオニシウス）の祝日（１０月９日）に。この債

務は彼の口座で報告されている，皮革で覆われた古い帳簿の中の……。

【３枚目，表面，右欄】

［４８］

.... cet paper el follet de vijxx vj, remua sus Mosse Beraut de［la］Fontanna,

say arerz en set paper, el follet de viijxx vj. R.

〈仏訳〉

.... ce papier au feuillet１４６, reporté sur Monsieur Beraut de la Fontanna, ci-dessus

１１９）Durdilly［１９６５］p.４０２.
１２０）Durdilly［１９６５］p.４００.
１２１）Durdilly［１９６５］p.４０７.
１２２）この縞のある毛織物は，当時広く普及していた毛織物の一種ということである（Durdilly
［１９６５］p.４０１）。
１２３）あるいはMontluelの領主自身が mala cota を作った可能性もある。
１２４）Villeurbanneはリヨンの郊外のローヌ県の一区域である（Durdilly［１９６５］p.４０７）。
１２５）mala cota partia は毛織物の色が真ん中で垂直に２つに分けられたスカートである
（Durdilly［１９６５］p.４００）。
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dans ce papier, au feuillet１６６. Reçu.

〈和訳〉

……この帳簿の１４６枚目に，Berauz de la Fontanna氏の口座で報告されてい

る，この帳簿の上記に，１６６枚目に，受取。

［４９］

Paya vij s. v. contanz Bernerz la veylli d’anua m ccc et xx e ju lui rendis sont

madre.

〈仏訳〉

Bernerz a payé７ sous viennois comptant la veille d’annua（*se place la semaine

après Noël et correspond à notre jour de l’an１２６））１３２０et je lui rendis son madre（*ce

mot semble avoir désigné d’abord une matière précieuse que l’on croit être l’agate

onyx ou une imitation de cette matière, secondairement une sorte de vase à boire.

Il doit s’agir ici d’une coupe qui aurait été donnée en gage１２７））.

〈和訳〉

Bernerzは現金でヴィエンヌの７スーを返済した，１３２０年大晦日に，１２８）そして

私は彼に彼の madre１２９）を返した。

１２６）Durdilly［１９６５］p.３９６.
１２７）Durdilly［１９６５］p.３９９.
１２８）Durdilly［１９６５］は anua が今日の元旦と同じであると説明している。［４９］で記されて
いるのは annua の前日，つまり大晦日である（Durdilly［１９６５］p.３９６）。

１２９）madre は，第一に縞瑪瑙と思われる高価な物質あるいはその模造品，第二に飲み物用
の容器の一種である（Durdilly［１９６５］p.３９９）。
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［５０］

Paya xxj s. iij d. v. contanz Cornus lo marz del seyno de la Thossanz m ccc xx

per j flor. d’or de Floremci.

Item iij s. viiij d. v. paia contanz Cornus la veylli de la Thossanz et czo fut per

Uguonet lo guout de Culleu.

〈仏訳〉

Cornus a payé２１ sous３ deniers viennois comptant le mardi du synode de la

Toussaint１３２０pour１florin d’or de Florence.

Item Cornus a payé３ sous９deniers viennois comptant la veille de la Toussaint et

ce fut pour Uguonet le guout（?）de Écully.

〈和訳〉

Cornusは現金でヴィエンヌの２１スー３ドゥニエを返済した，１３２０年諸聖人

の祝日（１１月１日）の司教区会議１３０）の火曜日に，フローレンス１３１）の金の１フ

ローリンに対し。

同様に Cornusは現金で３スー９ドゥニエを返済した，諸聖人の祝日の前日

に，そしてそれは Écullyの Uguonet lo guout１３２）に対するものであった。

［５１］

Paya x lb. et xvj s. v. contanz Joceramz de Loyetes, lo luns apres l’oytava de

１３０）あるいは「教会会議」の可能性もある（小学館ロベール仏和大辞典編集委員会編［１９８８］
２３３５頁）。
１３１）フローレンス（Florence）とは，イタリア中部，アルノ川沿いの古都である（小学館ロ
ベール仏和大辞典編集委員会編［１９８８］１０６０頁）。

１３２）lo guout についての詳細は不明である。
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la sant Bertholomeu m ccc xx.

Item x lb. v. paya contanz Joceramz de Loyetes, lo mercros apres festa Notra

Dama de setembro.

Item xiij lb. v. paia contanz Joceramz de Loyetes lo luns apres f［e］sta sant

Matheu de setembro m ccc xx.

Item x lb. v. paya contanz Joceramz de Loyetes per madama lo marz apres la

sant Amdreu m ccc xx.

Item xxiiij s. viij d.（*Ms. : xxiiij s. viij s.１３３））v. paya los quauz ju li devyn en

sont contio de lay.

Item xl s. vj d. paya Estevenez de Meunay per luy sel meymo jor.

Item c et iiij s. et iiij d. v. paya contanz Joceranz de Loyetes lo luns davant

Chalend［es］m ccc xx.

Soma per los paymenz que a fa［it］Joceranz de Loyetes ......（*la dernière

ligne tout entière est effacée１３４））

〈仏訳〉

Joceramz de Loyettes a payé１０ livres et１６ sous viennois comptant, le lundi après

l’octave de la saint Barthélemy（le２４août）１３２０.

Item Joceramz de Loyettes a payé１０ livres viennois comptant, le mercredi après

（la）fête de Notre-Dame de septembre（le８septembre）.

Item Joceramz de Loyettes a payé１３ livres viennois comptant, le lundi après la

fête saint Mathieu de septembre（le２１septembre）１３２０.

Item Joceranz de Loyettes a payé１０ livres viennois comptant pour madame le

mardi après la saint André（le３０novembre）１３２０.

Item（il a）payé２４sous８deniers viennois lesquels je les devais dans son compte

１３３）Durdilly［１９６５］p.３８６.
１３４）Durdilly［１９６５］p.３８７.
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de là.

Item Estevenez de Mionnay（*commune du canton de Trévoux（Ain）１３５））a payé

４０sous６deniers pour lui ce même jour.

Item Joceramz de Loyettes a payé１００et４ sous et４deniers viennois comptant, le

lundi devant Noël１３２０.

La somme pour les paiements qu’a fait Joceranz de Loyettes ......

〈和訳〉

Loyettesの Joceramzは現金でヴィエンヌの１０リーヴル１６スーを返済し

た，１３２０年聖バルテルミーの祝日（８月２４日）の後の８日間後の月曜日に。

同様に Loyettesの Joceramzは現金でヴィエンヌの１０リーヴルを返済した，

マリアの誕生の祝日（９月８日）後の水曜日に。

同様に Loyettesの Joceramzは現金でヴィエンヌの１３リーヴルを返済し

た，１３２０年使徒聖マタイの日（９月２１日）の後の月曜日に。

同様に Joceramz de Loyetesは現金でヴィエンヌの１０リーヴルを返済した，

婦人に対し，１３２０年使徒聖アンデレの日（１１月３０日）の後の火曜日に。

同様に彼はヴィエンヌの２４スー８ドゥニエを返済した，それは私が離れた

場所にある彼の口座でその金額を返済すべきであったものである。

同様にMionnay１３６）の Estevenezは４０スー６ドゥニエを返済した，彼に対し，

同じ日に。

同様に Loyettesの Joceramzは現金でヴィエンヌの１０４スー４ドゥニエを返

済した，主の降誕の祭日前の月曜日に。

合計返済額に対し，Joceranz de Loyetes......

１３５）Durdilly［１９６５］p.４０６.
１３６）Mionnayはアン県の Trévouxの小郡の一区域である（Durdilly［１９６５］p.４０６）。
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【３枚目，裏面，左欄】

［５２］

Martina qui fut molliers Peronet Lyatout et Johanz Lyatouz soz frare de

Montluel deyvont viiij lb. vij s. v. per lo romanent de lur dedo qu’ il devyant el

paper pelus vyeyl, el follet de lix, soma viij lb. v. qui sont remues sus Johan

Lyatout, say arers en set paper, el follet de c et j. R.

〈仏訳〉

Martina qui fut femme Peronet Lyatout et Johanz Lyatouz son frère de Montluel

doivent９ livres７ sous viennois pour le reste de leur dette qu’ils devaient dans le

vieux livre couvert de peau, au feuillet５９, la somme de８ livres viennois qui sont

reportés sur Johan Lyatout, ci-dessus dans ce papier, au feuillet１０１. Reçu

〈和訳〉

Peronet Lyatoutの妻であったMartinaと彼（Peronet Lyatoutno）の兄弟である

Montluelの Johanz Lyatouzは９リーヴル７スーを返済すべし，彼らの債務の残

りに対し，それは彼らが返済すべきであったものである，皮革で覆われた古い

帳簿で，５９枚目に，合計ヴィエンヌの８リーヴル，それは Johanz Lyatouzの

口座で報告されている，この帳簿の上記で，１０１枚目。受取。

［５３］

Mosse Peros de Salins, chapellan de Sant Nizies deyt xxj s. iij d. v. per lo

romanent de sont dedo qui et el paper pelus vyeyl, el follet de lxiij, los quauz

a repondu de payer maytre Johanz de Gamges.
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〈仏訳〉

Monsieur Peros de Salins, prêtre chargé d’une paroisse de Saint Nizier doit２１sous

３ deniers viennois pour le reste de sa dette qui est dans le vieux livre couvert de

peau, au feuillet６３, lesquels maître Johanz de Gamges a répondu de payer.

〈和訳〉

Saint Nizierの小教区１３７）の司祭である Salins１３８）の Peros氏は，ヴィエンヌの

２１スー３ドゥニエを返済すべし，それは皮革で覆われた古い帳簿の中にある，

６３枚目に，それは Johanz de Gamges１３９）が支払うことを保証したものである。

［５４］

Phelippos de Sant Peros, codurerz, qui yte el mayzel deyt viij s. v. per lo

romanent de sont dedo qui et el paper pelus vyeyl, el follet de lxv.

〈仏訳〉

Phelippos de Saint Pierre, couturier, qui demeure dans la boucherie doit８ sous

viennois pour le reste de sa dette qui est dans le vieux livre couvert de peau, au

feuillet６５.

〈和訳〉

肉屋に住む Saint Pierreの仕立屋 Phelipposはヴィエンヌの８スーを返済すべ

１３７）あるいは司教区，聖堂区という可能性もある（小学館ロベール仏和大辞典編集委員会
編［１９８８］１７５６頁）。記録番号［６８］も同様である。

１３８）Salinsはサラン＝レ＝バン（Salins-les-Bains）というフランス東部，ジュラ山脈西麓の
町と考えられる（小学館ロベール仏和大辞典編集委員会編［１９８８］２１７８頁）。

１３９）maytre（仏訳「maître」）には「司教，指導者，君主，家の主，所有者」等の意味があ
り，今後さらなる検討が必要であり，日本語には訳していない（小学館ロベール仏和大辞
典編集委員会編［１９８８］１４７１－１４７２頁）。記録番号［５８］，［８３］も同様である。
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し，彼の債務の残りに対し，それは皮革で覆われた古い帳簿の中にある，６５

枚目に。

［５５］

Item deyt per Guillermetan, la cerour Guyonet Bo de Janayria per lo

romanent de sont dedo qu’ illi deyt el paper vyeyl pelus, el follet de iiijxx iiij,

soma xv s. viij d. v. Guajo ja guarlanda.

〈仏訳〉

Item（il）doit pour Guillermetan, la sœur（de）Guyonet Bo de Janneyrias（*commune

de l’Isère, près de Lyon１４０））, pour le reste de sa dette qu’elle doit dans le vieux livre

couvert de peau, au feuillet８４, la somme de１５sous８deniers viennois gage ja（?）

couronne.

〈和訳〉

同様に（彼は）Janneyrias１４１）の Guyonet Boの妹である Guillermetanに対して

返済すべし，彼女が返済すべき彼女の債務の残りに対し，それは皮革で覆われ

た古い帳簿の中にある，８４枚目に，合計ヴィエンヌの１５スー８ドゥニエ，１

つの冠１４２）を担保にして。

［５６］

Frare Uguos Daneres, comunerz de l’Ila, deyt per sont premer dedo qui et el

１４０）Durdilly［１９６５］p.４０６.
１４１）Janneyriasはリヨン近郊のイーゼル県の一区域である（Durdilly［１９６５］p.４０６）。
１４２）この箇所の訳および解釈は現在検討中である。
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paper vyeyl pelus, el follet de lxv, soma xxviij s. iij d. v.

Item deyt vj s. v. per dime a. de blanc de Sant Denys qu’el prit lo jos davant

la sant Amdreu m ccc xx. Guajo j flo［r］in d’or qui et croys.

Item deyt frare Uguos xj s. v. per ij letres de dedo et per ix letres de

conjungimenz.

Item deyt per sont segont dedo qui et el paper pelus vyeyl, el follet de lxvij,

soma lxx s. v.

Item deyt el et frare Guillermos Daneres（*Ms. : Guillermos Guillermos

Daneres１４３）），soz frare, priorz de Vylleta soz Chatillon, xliij s. v. per lo

romanent de lur dedo qui et el paper pelus vyeyl, el follet de lxviij.

Soma vij lb. xiiij s. v.

〈仏訳〉

Frère Uguos Daneres, communier（*personne qui comptait parmi les bourgeois

d’une commune１４４））de l’Ila（*probablement l’Ile-Barbe, où se trouvait la plus

ancienne abbaye du diocèse de Lyon１４５））, doit pour sa première dette qui est dans le

vieux livre couvert de peau, au feuillet６５, la somme de２８sous３deniers viennois.

Item（il）doit６sous viennois pour une demi aune de blanc de Saint Denis qu’il prit

le jeudi devant la Saint André（le３０novembre）１３２０, Gage１florin d’or qui est petit

et mauvais.

Item frère Uguos doit１１ sous viennois pour２ reconnaissances de dette et pour９

lettres de conjungimenz（?）.

Item（il）doit pour sa seconde dette qui est dans le vieux livre couvert de peau, au

feuillet６７, la somme de７０sous viennois.

１４３）Durdilly［１９６５］p.３８７.
１４４）Durdilly［１９６５］p.３９７.
１４５）Durdilly［１９６５］p.４０６.
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Item lui et frère Guillermos Daneres, son frère, prieur de Villette-sous-Chatillon,

doivent４３ sous viennois pour le reste de leur dette qui est dans le vieux livre

couvert de peau, au feuillet６８.

La somme de７livres１４sous viennois.

〈和訳〉

Ila１４６）の住民である修道士 Uguos Daneresは彼の最初の債務に対し返済すべ

し，それは皮革で覆われた古い帳簿の中にある，６５枚目に，合計ヴィエンヌ

の２８スー３ドゥニエ。

同様に（彼は）６スーを返済すべし，サン・ドニの白い（布地）半オーヌに

対し，それは彼が受け取ったものである，１３２０年使徒聖アンデレの日（１１月

３０日）の前の木曜日に，ヴィエンヌの小さく質の悪い金の１フローリンを担

保とする。

同様に修道士 Uguosはヴィエンヌの１１スーを返済すべし，２つの借用証書

と９つの conjungimenz１４７）の文書に対して。

同様に（彼は）彼の別の債務に対し返済すべし，それは皮革で覆われた古い

帳簿の中にある，６７枚目に，合計ヴィエンヌの７０スー。

同様に彼（Uguos）と，同じく修道士で Villette-sous-Chatillonの小修道院長

の Guillermos Daneresは，ヴィエンヌの４３スーを返済すべし，彼らの残りの

債務に対し，それは皮革で覆われた古い帳簿の中にある，６８枚目に。

合計ヴィエンヌの７リーヴル１４スー。

１４６）Ila は，おそらくリヨン内の司教区の最も古い大修道院に位置する Ile-Barbeを指すとい
うことである（Durdilly［１９６５］p.４０６）。

１４７）conjungimenz の訳は現在検討中である。記録番号［７２］，［７４］，［７９］も同様である。
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【３枚目，裏面，右欄】

［５７］

Paya xxvij s. v. contanz Matheus Lyatouz frare de Peronet ...... apres la

Chamdeluza m ccc xx.

〈仏訳〉

Matheus Lyatouz frère de Peopnet ... a payé２７ sous viennois comptant ... après la

Chandeleur１３２０.

〈和訳〉

Perpnet……の兄弟であるMatheus Lyatouzは現金でヴィエンヌの２７スーを

返済した，１３２０年主の奉献の祝日（２月２日）の後……。

［５８］

Paya xxj s. iij d. v. contanz maytre Johanz de Guamges .... davant la Tossanz

m ccc xx.

〈仏訳〉

Johanz de G（u）amges .. a payé ２１ sous ３ deniers viennois comptant maître ..

devant la Toussaint１３２０.

〈和訳〉

Johanz de G（u）amges……は現金でヴィエンヌの２１スー３ドゥニエを返済し

た，１３２０年諸聖人の祝日（１１月１日）の前…。
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［５９］

Paya vj s. v. contanz frare Uguos Daneres sel meymo j［or］e ju li rendis sont

florin .

Item iiij lb. iiij s. v. paya contanz frare Uguos daner［es］, lo luns davant la sant

Elayre m ccc xx.

Item lxx s. v. paya contanz frare Uguos Daneres, lo ［san］do apres la

Chamdeluza m ccc xx.

〈仏訳〉

Frère Uguos Daneres a payé６ sous comptant ce même jour et je lui rendis son

florin.

Item frère Uguos Daneres a payé４livres４sous viennois comptant, le lundi devant

la saint Hilaire（le１４janvier）１３２０.

Item frère Uguos Daneres a payé７０ sous viennois comptant, le samedi après la

Chandeleur１３２０.

〈和訳〉

修道士 Uguos Daneresは現金で６スーを返済した，同じ日に，そして私は彼

に彼のフローリンで返した１４８）。

同様に修道士 Uguos Daneresは現金でヴィエンヌの４リーヴル４スーを返済

した，１３２０年聖ヒラリウスの日（１月１４日）の前の月曜日に。

同様に修道士 Uguos Daneresは現金でヴィエンヌの７０スーを返済した，主

の奉献の祝日（２月２日）の後の土曜日に。

１４８）この箇所の訳および解釈は現在検討中である。
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【４枚目，表面，左欄：断片的記録 A】

断片的記録 Aは４枚目，表面，左欄の右側で確認できる記録である。

Peros de ...... falcon ...

a de bl ... et de ...

cros apres la san ...

no les a. Item deyt mays ...

iiij a. de degniza de sant De ...

... aro et per j. a. de pers de ...

fraro lo moyno y a sont paro ...

Johanz de Macon lo sand［o］apres l ...

lb. xiij s. vj d. v. y el de m ...

remua sus luy et sa ...

meyl el follet de iiijxxiij ...

Peros Corjons y Hugos ...

lxxvj s. vj d. v. per iiij ...

qu’il pritront per coyr ...

chapiron a Uguon lo luns ...

et xxiij a r. a la Thossanz ...

Peron Corjons lo mercr［os］...

m ccc xxiij. Item deyvont iij ...

de dore de Brucella per ij ...

chauces a una fenna que pr ...

la sant Vimcent m ccc xx ...

contant Uguonez Corjons lo ...

may m ccc xx iiij. Soma xxj s ....

Uguos Corjons l’oytava de ...
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〈仏訳〉

Peros de ...... falcon ...

a de bl ... et de ...

cros après la san ...

no les a. Item（il ?）doit encore ...

iiij a. de degniza（nom d’étoffe）de

Saint Denis ...

... aro et pour１aune de pers（sorte de

tissus）de ...

frère（,）le moine et à son paro ...

Johanz de Mâcon le samedi après l ...

livre（s）１３ sous６ deniers viennois et

il（ou dans le）de m ...

reportés sur lui et sa...

meyl au feuillet iiijxxiij ...

Peros Corjons y Hugos ...

lxxvj sous６ deniers viennois pour iiij

...

qu’il prirent pour coyr ...

chaperons à Uguon le luns ...

et２３à rendre à la Toussaint ...

Peron Corjons le mercredi ...

１３２３. Item（ils）doivent iij ...

Peros de……falcon…

a de bl……と de…

cros la san…の後

no les a．同様に（彼？は）返済す

べし…

サン・ドニの degniza（布地の名前）

４？オーヌ…

…aroと…pers（布地の種類）…

兄弟（あるいは修道士），修道士，

そして彼の父に…

Mâconの Johanz（，）…後の土曜日…

ヴィエンヌの？リーヴル１３スー６

ドゥニエと m…の中？に…

彼の口座に報告されたそして sa…

８３？…枚目に？…

Peros Corjonsと Hugos…

ヴィエンヌの７６スー？６ドゥニエ

（，）４？…に対し…

それは彼ら？が coyr…に対し…

Uguonの垂れ頭巾 le luns…

と２３？諸聖人の祝日（１１月１日）…

に返済する予定である…

Peron Corjons水曜日に…

１３２３。同様に（彼ら？は）返済すべ

し３？…

〈和訳〉
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【５枚目，表面，左欄】

［６０］

Item xvj s. v. paia contant Johanz Yzeus, lo veyndros［apre］s festa d .... ruys

de may soma xxx s. v. qui sont remua sus ....... el pap［er］vermeyl el follet de

vjxx xij（*cette phrase semble avoir été ajoutée après coup l’espace libre au

sommet de la page１４９））.

Johanz Yzeus, clers de la parochy d’Albrella deyt xliiij s. v. per lo romanent

de vj a. de quamelim de Malines, a rayzon de xxiiij s. v. l’a. a r. a Pemtecostes,

primcipauz payares n’et frare Johanz de Framchelens ..... de czo ay letra que

recit Amthoynos Fencheons ly ....... lo veyndros apres la Thossamz m ccc et

xxij.

Item deyt mays vj lb. v. per vj a. de quamelim de Malines qu’el prit sel

meymo jor, soma viij lb. iiij s. v. a r. la meytia［a qu］areymentrant lo vyeyl et

l’atra meytia a Pentecostes, letra de rey et de l’official que recit Johanz de

１４９）Durdilly［１９６５］p.４０６.

de dore（sorte de tissus）de Bruxelles

pour ij ...

chausses à une femme que pr ...

la saint Vincent（le２２janvier）１３２ ...

comptant Uguonez Corjons le ...

mai１３２４. La somme de２１sous ....

Uguos（ou Hugos）Corjons l’octava

de ...

ブリュッセルの dore（布地の種類）

の…２？…に対し…

夫人用のショース que pr…

１３２？年聖ウィンケンティウスの祝

日（１月２２日）…

現金で Uguonez Corjons le…

１３２４年５月…。合計２１スー…

Uguos Corjons…の８日間の祝祭
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Macon sel［m］eymo jor de sus.

Item deyt mays lxxij s. v. per. ij a. de bergereta de Sant Denys per lo corset a

sa filli et per iij a. de maubre d’Uy per lo corset a sa sirventa qu’el prit lo

mercros apres quareymentrant lo vyel m ccc xxij, soma per tot xj lb. xvj s. v.

bons.

Paya iiij lb. v. comtanz Guillermyms de Mulims e Mosse Matheus de Stalaru,

lo jor de festa Nostra Dama de marz m ccc xxiij, soma vij lb. xvj s. v.

Item iiij lb. v. contant Johamz Yzeus, lo mercros apres festa sant Jorjo m ccc

et xxiij, soma lxxvj s. v. a r. a la sant Michiel.

Paia xxx s. v. contant Martims ly arbalethierz, lo jor de festa sant Jorjo m ccc

xxiiij y el deyt payer atros xxx s. v. am semannes de Paques.

〈仏訳〉

Item Johanz Yzeus a payé１６ sous viennois comptant, le vendredi après（la）fête

d .... ruys de mai la somme de３０ sous viennois qui sont reportés sur ....... dans le

livre à couverture rouge, au feuillet１３８.

Johanz Yzeus, clerc de la paroisse de l’Arbresle（*chef-lieu de canton du Rhône à

２５ km de Lyon１５０））doit４４ sous viennois pour le reste de６ aunes de camelin de

Malines, à raison de ２４ sous viennois l’aune à rendre à la Pentecôte, principal

payeur n’et（?）frère Johanz de Francheleins（*commune du canton de Saint-Trivier

-sur-Moignans１５１））..... de ceci j’ ai une lettre que Amthoynos Fencheons ly ....... Le

vendredi après la Toussaint１３２２.

Item（il）doit encore６ livres viennois pour６ aunes de camelin de Malines, qu’il

prit ce même jour, la somme de８ livres４ sous viennois à rendre pour moitié à la

Quinquagésime et pour l’autre moitié à la Pentecôte, des lettres du roi et de l’officiel

１５０）Durdilly［１９６５］p.４０５.
１５１）Durdilly［１９６５］p.４０６.
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que Johanz de Mâcon reçut le jour dont il est question ci-dessus.

Item（il）doit encore７２sous viennois pour２aunes de bergereta（nom d’étoffe）de

Saint Denis pour la robe longue à manches larges et courtes de sa fille et pour３

aunes de drap multicolore dont le dessin affectait la forme des veines du marbre

d’Huy（*ville de Belgique１５２））pour la robe longue à manches larges et courtes de sa

servante qu’il prit le mercredi après le dimanche de la Quinquagésime １３２２, la

somme pour tout de１１livres１６sous viennois bons.

Guillermyms de Mulims（*probablement Mullin, petite localité du département du

Rhône１５３））et Monsieur Mathieu de Talaru（*Talaru hameau de la commune de Saint

-Forgeux（Rhône）１５４））ont payé４livres viennois comptant, le jour de la fête de Notre

-Dame de mars（le２５mars）１３２３, la somme de７livres１６sous viennois.

Item ４ livres viennois comptant Johanz Yzeus, le mercredi après la fête Saint

Georges（le２３avril）１３２３, la somme de７６sous viennois à rendre à la Saint Michel

（le２９septembre）.

Martims l’arbalétrier a payé３０ sous viennois comptant, le jour de la fête Saint

Georges（le２３avril）１３２４et il doit payer autres３０sous viennois pendant la semaine

de Pâques.

〈和訳〉

同様に Johanz Yzeusは現金でヴィエンヌの１６スーを返済した，５月の……

の祝日の後の金曜日に，合計ヴィエンヌの３０スー，それは表紙が赤色の帳簿

中の……口座で報告されている，１３８枚目に。

Arbresle１５５）の小教区の聖職者 Johanz Yzeusは，ヴィエンヌの４４スーを返済

１５２）Durdilly［１９６５］p.４０７.
１５３）Durdilly［１９６５］p.４０６.
１５４）Durdilly［１９６５］p.４０７.
１５５）Arbresleは，リヨンの２５キロメートル先にあるローヌ県の小郡の中心地である（Durdilly
［１９６５］p.４０５）。
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すべし，マリーヌのバスケット織りの紡毛服地６オーヌの残りに対し，１オー

ヌにつきヴィエンヌの２４スーの割合で，聖霊降臨の主日に返済する予定であ

る，主要な返済者は修道士 Francheleins１５６）の Johanz……の証書を私は有する，

それは Amthoynos Fencheonsが……１３２２年の諸聖人の祝日（１１月１日）後の

金曜日に。

同様に（彼は）ヴィエンヌの６リーヴルを返済すべし，マリーヌのバスケッ

ト織りの紡毛服地６オーヌに対し，それは彼が受け取ったものである，同じ日

に，合計ヴィエンヌの８リーヴル４スー，半分を灰の水曜日（復活祭の４６日

前）直前の日曜日に，もう半分を聖霊降臨の主日に返済する予定である，王の

証書と公式の証書，それはMâconの Johanzが上記に示した日に受け取ったも

のである。

同様に（彼は）ヴィエンヌの７２スーを返済すべし，サン・ドニの bergereta

（布地の名前）２オーヌに対し，彼の娘のための，大きく短い袖のある長い服

用，それとウイ１５７）の大理石の縞の模様のある多色の生地３オーヌに対し，彼

の女中のための，大きく短い袖のある長い服用，それ（ら）は彼が受け取った

ものである，１３２２年灰の水曜日に，合計良質のヴィエンヌの１１リーヴル１６

スー。

Mulims１５８）の Guillermymsと Talaru１５９）のMathieu氏は現金でヴィエンヌの４

リーヴルを返済した，１３２３年神のお告げの祭日（３月２５日）に，合計ヴィエ

ンヌの７リーヴル１６スー。

同様に Johamz Yzeusは現金でヴィエンヌの４リーヴルを返済した，１３２３年

聖ゲオルギオスの祝日（４月２３日）の後の水曜日に，合計ヴィエンヌの７６ス

１５６）Francheleinsは Saint-Trivier-sur-Moignansの小郡の一区域である（Durdilly［１９６５］p.４０６）。
１５７）ウイ（Huy）は，ベルギーの一都市である（Durdilly［１９６５］p.４０７）。
１５８）Mulims はおそらくローヌ県の小さな町ないし村であるMullinを指す（Durdilly［１９６５］
p.４０６）。

１５９）Talaruは，ローヌ県の Saint-Forgeuxの一区域にある小集落である（Durdilly［１９６５］p.
４０７）。
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ー，大天使聖ミカエルの日（９月２９日）に返済する予定である。

弩の射手であるMartimsは現金で３０スーを返済した，１３２４年聖ゲオルギオ

スの祝日（４月２３日）に，そして彼はその他に復活祭の週にヴィエンヌの別

の３０スーを支払わなければならない。

［６１］

Johanz de Miribel, futherz de rua Nova, deyt c et vij s. vj d. v. per vij a. e i

quart de quamelim d’Uy per sont ciricot et per celuy si mollier et per dime a.

de blanc qu’el prit lo veyndros davant la Thossanz m ccc xxij.

Paya iiij lb. vj s. viij d. v. comtant Johannez Miribex, lo jos apres festa s.

Barnabe m ccc xxiij.

Item deyt mays Johannez Miribex xlix s. vj d. v. per iij a. j quart menz de

pers de Sanz, xviij s. v. l’a., per sa guanachi qu’el prit la veylli de la s. Johan

m ccc xxiij, soma lxx s. iiij d. v. qui sont remua el paper novo verme［y］l, el

follet de iiijxx iij.

〈仏訳〉

Johanz de Miribel（*commune du canton de Montluel（Ain）１６０））, charpentier de la

rue Neuve, doit１０７sous６deniers viennois pour７aunes et１quart de camelin d’Huy

pour son surcot et pour celui de sa femme et pour une demi aune de blanc qu’il prit

le vendredi devant la Toussaint１３２２.

Johanz de Miribel a payé４ livres６ sous８ deniers viennois comptant, le jeudi

après la fête saint Barnabé（le１１juin）１３２３.

Item doit encore Johanz de Miribel４９ sous６deniers viennois pour３ aunes moins

１６０）Durdilly［１９６５］p.４０６.
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１quart de pers（sorte de tissus）de Sens,１８sous viennois l’aune pour sa garnache

（vêtement de dessus avec ou sans manches）qu’il prit la veille de la saint Jean（le

２４juin）１３２３, la somme de７０sous４deniers viennois qui sont reportés dans le livre

neuf à couverture rouge, au feuillet８３.

〈和訳〉

Neuveの道の大工であるMiribelの Johanzは，ヴィエンヌの１０７スー６ドゥ

ニエを返済すべし，ウイのバスケット織りの紡毛服地７オーヌと４分の１に対

し，彼の外衣用と彼の妻の外衣用，それと白い（布地）半オーヌに対し，それ

は彼が受け取ったものである，１３２２年諸聖人の祝日（１１月１日）の前の金曜

日に。

Miribelの Johanzは現金でヴィエンヌの４リーヴル６スー８ドゥニエを返済

した，１３２３年聖バルナバ使徒の祝日（６月１１日）の後の木曜日に。

同様にMiribelの Johanzはヴィエンヌの４９スー６ドゥニエを返済すべし，

サンスの pers（布地の種類）３オーヌと４分の１未満に対し，１オーヌにつき

ヴィエンヌの１８スー，彼の garnache用１６１），それは彼が受け取ったものであ

る，１３２３年洗礼者聖ヨハネの誕生（６月２４日）の前日に，合計ヴィエンヌの

７０スー４ドゥニエ，表紙が赤く新しい帳簿の報告されている，８３枚目に。

［６２］

Jennerz de Colomber deyt xlij s. v. per ij a. dime de flur de peys de Sanz

qu’el prit lo veyndros davant festa sant Thomas l’apostro m ccc xxij, Bozonez

l’a a r. a me quareyma, primcipauz ly panczua de ceta vylla.

１６１）guanachi（仏訳「garnache」）とは，袖付あるいは袖なしの上着である（Durdilly［１９６５］
p.３９９）。
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Item deyt vij s. v. per dime a. de jauno qu’el prit lo veyndros davant

Chalendes, soma xlviiij s. v.

Paya xlij s. v. comtanz li pansua lo sando davant la Maudeleyna m ccc xxiij.

Item vij s. v. n’a meys a sont contio ...... qui sont meys en sont contio say

avant en set paper, el follet de xjxx.

〈仏訳〉

Jennerz（*on pourrait lire Jenverz１６２））de Colomber doit４２sous viennois pour２（on

croit pouvoir lire ij, mais le chiffre est très effacé１６３））aunes et demi de tissu de

couleur fleur de pois de Sens, qu’il prit le vendredi devant la fête saint Thomas（le

２１ décembre）l’apôtre １３２２, Bozonez l’aune à rendre à la mi-carême, le pansu

principal de cette ville.

Item（il）doit７ sous viennois pour une demi aune de tissu de couleur jaune qu’il

prit le vendredi devant Noël, la somme de４９sous viennois.

（Il a）payé ４２ sous viennois comptant au pansu le samedi devant la sainte

Madeleine（le２２juillet）１３２３.

Item７ sous viennois n’a mis à son compte ...... qui sont mis dans son compte ci-

dessous dans ce papier, au feuillet１８０.

〈和訳〉

Colomberの Jennerz１６４）はヴィエンヌの４２スーを返済すべし，サンスの水玉

模様の花の色の生地２１６５）オーヌ半に対し，それは彼が受け取ったものであ

１６２）Durdilly［１９６５］p.４０４.
１６３）Durdilly［１９６５］p.３８９.
１６４）Durdilly［１９６５］によると，Jennerzは Jenverzとも読めるということである（Durdilly［１９６５］
p.４０４）。

１６５）Durdilly［１９６５］によると，この数字は「ij」と読めると思われるものの，非常に色あ
せてしまっているということである（Durdilly［１９６５］p.３８９）。
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る，１３２２年使徒聖トマスの日（１２月２１日）の前の金曜日に，Bozonezは１オ

ーヌを四旬節中日に返済する予定である，その町の le pansu principal１６６）。

同様に（彼は）ヴィエンヌの７スーを返済すべし，黄色の布地半オーヌに対

し，それは彼が受け取ったものである，主の降誕の祭日前の金曜日に，合計ヴィ

エンヌの４９スー。

（彼は）現金でヴィエンヌの４２スーを返済した，pansuに，１３２３年マグダラ

の聖マリアの日（７月２２日）の前の土曜日に。

同様にヴィエンヌの７スーは彼の口座に記載されて……それはこの帳簿の，

下記に彼の口座で記載されている，１８０枚目に。

【５枚目，表面，右欄】

［６３］

Johannez Geneveys, ecofferz qui y［te］［ut］ra la ruyzeta d［eyt］viij lb. et ... s.

ij d. v. per vj a. et dime de vert erbus de Lovaymg per la roba si mollier qu’el

prit lo veyndros apres la Thossanz m ccc xxij.

Item deyt xxxvj s. v. per iij a. de tramarim de Sanz per sont guonel qu’el prit

sel meymo jor, soma viiij lb. xviij s. vj d. v. Paya xxxviij s. vj d. v. contanz que

ju recevys.

〈仏訳〉

Johannez Geneveys, ouvrier en cuir qui demeure outre le petit ruisseau doit８ livres

et ... sous２deniers viennois pour６aunes et demi de drap de couleur herbe verte de

Louvain pour la robe de sa femme qu’il prit le vendredi après la Toussaint１３２２.

Item（il）doit３６sous viennois pour３aunes de tramarim（sorte d’étoffe）de Sens

１６６）primcipauz ly panczua（仏訳の「le pansu principal」）の和訳および解釈は現在検討中で
ある。
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pour son vêtement de dessus long qu’il prit ce même jour, la somme de９ livres１８

sous６ deniers viennois.（Il a）payé３８ sous６ deniers viennois comptant que je

reçus.

〈和訳〉

小さな小川の向こうに住む皮革製品の職人の Johannez Geneveysはヴィエン

ヌの８リーヴルと…２ドゥニエを返済すべし，Louvainの緑の草色の毛織物６

オーヌ半に対し，彼の妻の服用，それは彼が受け取ったものである，１３２２年

諸聖人の祝日（１１月１日）の後の金曜日に。

同様に（彼は）ヴィエンヌの３６スーを返済すべし，サンスの tramarim（布

地の種類）３オーヌに対し，長い上着用，それは彼が受け取ったものである，

同じ日に，合計ヴィエンヌの９リーヴル１８スー６ドゥニエ。彼は現金でヴィ

エンヌの３８スー６ドゥニエを返済した，それは私が受け取ったものである。

［６４］

Item deyt Mayet xxv s. v. per j a. de sel meymo vert qu’el prit lo veymdros

apres la sant Martim m ccc xxij, soma viiij lb. v s. v.

Item deyt mays viiij s. ............ pers vert emcro de Sanz qu’el prit per ses

chauces lo mercros davant la Maudeleyba m ccc xxiij.

〈仏訳〉

Item Mayet doit ２５ sous viennois pour １ aune de ce même vert qu’il prit le

vendredi après la saint Martin（le１１novembre）１３２２, la somme de９ livres５sous

viennois.

Item（il）doit encore９sous ............ pers（sorte de tissus）vert sombre de Sens qu’il

prit pour ses chausses le mercredi devant la sainte Madeleine（le２２juillet）１３２３.
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〈和訳〉

同様にMayetはヴィエンヌの２５スーを返済すべし，同じ緑の（布地）１オ

ーヌに対し，それは彼が受け取ったものである，１３２２年聖マルティヌスの祝

日（１１月１１日）の後の金曜日に，合計ヴィエンヌの９リーヴル５スー。

同様に（彼は）９スー…………を返済すべし，サンスのくすんだ緑色の pers

（布地の種類）に対し，それは彼が彼のショース用に受け取ったものである，

１３２３年マグダラの聖マリアの日（７月２２日）の前の水曜日に。

［６５］

Item lx s. v. paya contanz Johannez Geneveys, lo luns davant festa Nostra

Dama de setembro m ccc xxiij.

Item deyt mays xlviiij s. iiij d. v. per iiij a. et dime de contrafille blanc de

Sanz, xj s. v. l’a., per sa mala cota et per celle a sont fil qu’el prit lo mercros

apres festa sant Luc avangelita m ccc et xxiij, soma viiij lb. iij s. vj d. v. paya

xlviiij s. vj d. v. comtanz Johannez lo luns davant festa santi Katelina m ccc

xxij. Paya lx s. v. contanz Johannez Geneveys, lo luns apres l’oytava de la

Madeleyna m ... soma lxxiiij, s. v. Paya xl s. v. comtanz Johannez Geneve［ys］

............. m ccc xxiiij, soma xxxiiij s. qui sont remua ..... Joham ........

〈仏訳〉

Item Johannez Geneveys a payé６０ sous viennois comptant, le lundi devant la fête

（de）Notre-Dame de septembre（le８septembre）１３２３.

Item（il）doit encore４９sous４deniers viennois pour４aunes et demi de contrafille

（sorte d’étoffe）blanc de Sens,１１sous viennois l’aune, pour sa mala cota（sorte de

jupe）et pour celles de son fils qu’il prit le mercredi après（la）fête saint Luc（le
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１８ octobre）évangéliste１３２３, la somme de９ livres３ sous６ deniers. Johannez a

payé４９ sous６deniers viennois comptant le lundi devant（la）fête sainte Catherine

（le２５novembre）１３２２. Johannez Geneveys a payé６０ sous viennois comptant, le

lundi après l’octave de la sainte Madeleine（le２２juillet）１ ... La somme de７４sous

viennois. Johannez Geneveys a payé４０ sous viennois comptant .............１３２４, la

somme de３４sous qui sont reportés ..... Joham ........

〈和訳〉

同様に Johannez Geneveysは現金でヴィエンヌの６０スーを返済した，１３２３

年マリアの誕生の祝日（９月８日）の前の月曜日に。

同様に（彼は）ヴィエンヌの４９スー４ドゥニエを返済すべし，サンスの白

色の contrafille（布地の種類）４オーヌ半に対し，１オーヌにつき１１スー，mala

cota（スカートの種類）用と彼の息子の mala cota 用，それは彼が受け取った

ものである，１３２３年聖ルカの祝日（１０月１８日）の後の水曜日に，合計９リー

ヴル３スー６ドゥニエ。Johannezは現金でヴィエンヌの４９スー６ドゥニエを

現金で返済した，１３２２年聖カタリナ祭（１１月２５日）の前の月曜日に。Johannez

Geneveysは現金でヴィエンヌの６０スーを返済した，１…年マグダラの聖マリ

アの日（７月２２日）の８日間の祝祭の後の月曜日に，合計ヴィエンヌの７４ス

ー。Johannez Geneveysは現金で４０スーを返済した，１３２４年…………，合計

３４スーそれは報告されている Joham…………。

［６６］

Johan Matheu de Brignayes, Amdrevez li geneveys, futerz de rua Nova,

deyvont viiij lb. v.［bo］ns per iiij annes d’uerjo compranz et vendamz a rayzon

de vij s. ... j（*le nombre de deniers ne peut être lu en entier, par suite d’une

déchirure du papier１６７））d. v. lo bichet a r. a la sant Michiel, de czo ay letra
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［que］r[eci]t Anthoynos Fencheons, lo jos davant me quareyma m ccc et xx ...

〈仏訳〉

Johan Matheu de Brignais（*commune du Rhône à１２km de Lyon１６８））, Amdrevez

le genevois, charpentier de rue Neuve doivent９ livres viennois bons pour４ ânées

d’orge comptant et vendant à raison de ７ sous ... j deniers viennois le bichet

（*mesure de capacité pour les grains１６９）） à rendre à la saint Michel（le ２１

septembre）, de ce（j’）ai（une）lettre que Anthoynos Fencheons reçut, le jeudi devant

la mi-carême１３２...

〈和訳〉

Brignais１７０）の Johan Matheuと，Neuveの道の大工で，ジュネーヴ地方の

Amdrevezは良質のヴィエンヌ９リーヴルを返済すべし，ロバ４頭（が積める

荷物）分の大麦に対し現金で，そして１ビシェにつき１７１）ヴィエンヌの７スー

……ドゥニエの割合で販売する，大天使聖ミカエルの日（９月２９日）に返す

予定である，私は証書を持っている，それは Anthoynos Fencheonsが受け取っ

たものである，１３２？年四旬節中日の前の木曜日に。

［６７］

［P］aya xl s. v. contanz Johanneta Matheva la semana davant Chale［ndes］m

ccc xxiij.

１６７）Durdilly［１９６５］p.３９０.
１６８）Durdilly［１９６５］p.４０５.
１６９）Durdilly［１９６５］p.３９７.
１７０）Brignaisはリヨンから１２キロメートル離れたローヌ県の一区域である（Durdilly［１９６５］
p.４０５）。

１７１）ビシェ（bichet）は穀物をはかる単位である（Durdilly［１９６５］p.３９７；小学館ロベール
仏和大辞典編集委員会編［１９８８］２５９頁）。
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Item xl s. v. paia contanz Johanneta lo sando apres［la］sant Elayre m ccc

xxiij ; soma c s. v. que a repondu［p］ayer Mosse Peros deuz Louz.

Item lx s. v. pa［y］a contant Mosse［Peros］［deuz］Louz sel［meymo］jor de

sus, soma x s. v.

〈仏訳〉

Johanneta Matheva a payé４０sous viennois comptant la semaine devant Noël１３２３.

Item Johanneta a payé４０sous viennois comptant le samedi après la saint Hilaire（le

１４ janvier）１３２３; la somme de１００ sous viennois, que Monsieur Peros deuz Louz

a répondu de payer.

Item Monsieur Peros deuz Louz a payé６０ sous viennois comptant le jour dont il

est question ci-dessus, la somme de１０sous viennois.

〈和訳〉

Johanneta Mathevaは現金で４０スーを返済した，１３２３年主の降誕の祭日の前

の週に。

同様に Johannetaは現金でヴィエンヌの４０スーを返済した，１３２３年聖ヒラ

リウスの日（１月１４日）の後の土曜日に，合計ヴィエンヌの１００スー，それ

は Peros deuz Louz氏が支払うことを保証したものである。

同様に Peros deuz Louz氏は現金でヴィエンヌの６０スーを返済した，上記で

取り上げた日に，合計ヴィエンヌの１０スー。

［６８］

Item .... s. v.［paya］［con]tant Mosse Umberz de la Buyceri, chapellan de

Sant Nizies, lo jor ...... ant Blayvo m ccc et xxiij.
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〈仏訳〉

Item Monsieur Umberz de la Buissière（*Il existe de nombreuses localités de ce

nom１７２））prêtre chargé d’une paroisse de Saint Nizier a payé .... sous viennois

comptant, le jour ...... ant Blayvo（*on pourrait lire aussi bien Blayno ; la place de

ce terme dans la phrase semble indiquer qu’il s’agit d’une fête１７３））１３２３.

〈和訳〉

同様に Sant Niziesの小教区の司祭である Buissière１７４）の Umberz氏は現金で

ヴィエンヌの…スーを返済した，……Blayvo１７５）の日に。

［６９］

Johanz de ... ..... li pechare deyt viij s. v. per dime a. de pers de Montch［ant］

per ses chauces qu’el prit lo luns de Rueysons m ccc et xxiij.

Item deyt ... s. v. per j tierz de byffa de Provyms qu’ il prit, paya v s. v. .....

Deyt xxx s. v. per lo romanent de vj a. de biffa de Provyms qu’el prit lo jor

festa sant Nicolas m ccc xxiij, soma xxxviij s. v. bons.

Paya xxx ... contant Johanneta sa molliers, la［vey］ll［i］［de］Ranpauz.

Paya .... s. v. contant Johanneta sa molliers, lo marz sanz m ccc ....

〈仏訳〉

Johanz de ... ..... Le pêcheur doit８sous viennois pour une demi aune de pers（sorte

１７２）Durdilly［１９６５］p.４０５.
１７３）Durdilly［１９６５］p.４０２.
１７４）Durdilly［１９６５］によると，Buissièreという名前の場所は数多く存在するということで
ある（Durdilly［１９６５］p.４０５）。

１７５）Durdilly［１９６５］によると，Blayvo は Blayno とも読むことができ，この単語は場所を
表すものであるが，この文章中では祝日の名前として示されているということである
（Durdilly［１９６５］p.４０２）。
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de tissus）de Montchant pour ses chausses qu’il prit le lundi de Rogations１３２３.

Item（il）doit ... sous viennois pour１tiers de biffa（*drap léger d’un tissu peu serré,

souvent rayé en travers１７６））de Provins qu’il prit,（il a）payé５sous viennois. .....

（Il）doit３０sous viennois pour le reste de６aunes de biffa de Provins qu’il prit le

jour de la fête saint Nicolas（le６ décembre）１３２３, la somme de３８ sous viennois

bons.

Johanneta sa femme a payé３０ ...comptant, la veille du dimanche des Rameaux.

Johanneta sa femme a payé .... sous viennois comptant, le mardi saint１３ ....

〈和訳〉

Johanz de… …li pechareはヴィエンヌの８スーを返済すべし，Montchantの

pers（布の種類）半オーヌに対し，彼のショース用，それは彼が受け取ったも

のである，１３２３年祈願行列１７７）の月曜日に。

同様に（彼は）ヴィエンヌの…スーを返済すべし，プロヴァン１７８）の biffa１７９）３

分の１オーヌに対し，それは彼が受け取ったものである，（彼は）ヴィエンヌ

の５スー……を返済した。

（彼は）ヴィエンヌの３０スーを返済すべし，プロヴァンの biffa６オーヌの

残りに対し，それは彼が受け取ったものである，１３２３年聖ニコラオスの祝日

（１２月６日）に，合計良質のヴィエンヌの３８スー。

彼（Jonanz）の妻 Johannetaは現金で３０スーを返済した，枝の主日１８０）の前

日に。

１７６）Durdilly［１９６５］p.３９７．
１７７）祈願行列（rogation）は，復活祭から４０日目に行われるキリスト昇天祭に先立つ３日間
をいう（小学館ロベール仏和大辞典編集委員会編［１９８８］２１４５頁）。

１７８）プロヴァン（Provins）は，パリ南東方，ムランの東方にある郡庁所在地である（小学
館ロベール仏和大辞典編集委員会編［１９８８］１９７４頁）。

１７９）biffa とは，目が粗く軽い，しばしば縞が交差した毛織物である（Durdilly［１９６５］p.３９７）。
１８０）枝の主日（Rameaux）は，復活祭直前の日曜日でキリストが受難の前にイェルサレムに
入った記念日である（小学館ロベール仏和大辞典編集委員会編［１９８８］２０２５頁）。
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彼の（Jonanz）の妻 Johannetaは現金でヴィエンヌの……スーを返済した，１３

……の火曜日に。

【５枚目，裏面，左欄】

［７０］

Johannez Barez de ....... nez et ly guan .... .................... deyvont iiij lb. v s. v.

bons per v a. de pers azurim de Sanz, xvij s. v. l’a.

Item deyvont mays liiij s. v. bons per iij a. de bruneta paunesci de Sanz qu’ il

duy pritront si fil, lo mercros apres l’oytava de Chalendes m ccc xxij, soma vij

lb. xij d. menz. Paya vij lb. xij d. menz comtant Johannez Barez, soz frare, lo

jos davant me quarema m ccc xxij.

〈仏訳〉

Johannez Barez de ....... nez et le guan .... .................... doivent ４ livres ５ sous

viennois bons pour５aunes de pers（sorte de tissus）azuré de Sens,１７sous viennois

l’aune.

Item（ils）doivent encore５４ sous viennois bons pour３ aunes de brunette（*drap

fin qui tire son nom de sa teinte voisine du noir１８１））couleur bleu paon de Sens qu’il

deux（＝ils ?）prirent（pour ?）ses fils, le mercredi après l’octave de Noël１３２２, la

somme de７ livres１２deniers moins. Johannze Barez, son frère a payé７ livres１２

deniers moins comptant, le jeudi devant la mi-carême１３２２.

〈和訳〉

Johannez Barez de……nezと le guan…… ……………………は良質のヴィエ

１８１）Durdilly［１９６５］p.３９７.
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ンヌの４リーヴル５スーを返済すべし，サンスの紺碧の pers（布地の種類）５

オーヌに対して，１オーヌにつきヴィエンヌの１７スー。

同様に（彼らは）良質のヴィエンヌの５４スーを返済すべし，サンスのクジャ

クのような青色の毛織物ブルネット１８２）３オーヌに対し，それは彼らが受け取っ

たものである，（２人の息子のために１８３）），１３２２年主の降誕の祭日を初日とす

る８日間の後の水曜日に，合計７リーヴル１２ドゥニエ未満１８４）。彼の兄弟であ

る Johannez Barezは現金で７リーヴル１２ドゥニエ未満を返済した，１３２２年四

旬節中日の前の木曜日に。

［７１］

Johanyms ly epicerz qui yte sus lo pont deyt xviij lb. x s. v. per v a. et dime

d’acole de Malines, xxviij s. v. l’a., per sa roba et per vj a. de tagne de Sanz,

xiiij s. v. l’a., per la roba curta si mollier et per vj a. de reya vermeyl de

Guam, xxij s. v. l’a., per la roba a Est［evenin］sont .... que prit Johanyms

.............................. m ccc xxij.

Bozonez l’a paya xlvj（*le chiffre est bien xlvj, mais on trouve écrit plus loin,

en lettres,４７sous et７d.１８５））s. .... d. v. per lo romanent de les parties que ju li

devym en sont hovrour［quant］（*Ms. : qō ; le sens demande «quant»１８６））lay

avyt preys per ma maladi, los quauz quarant et set souz et set d. ju ay meys a

mont contio en czo que ju deyt a l’ovrour.

Item xv lb. v. paya comtanz Johanyns ly epicerz sel meymo jor, soma xxiij

１８２）ブルネット（brunette）には，名詞の他「褐色の」を意味する形容詞もある。ブルネット
という毛織物は，黒色に近い染色であり，名前の由来となっている（Durdilly［１９６５］p.３９７；
小学館ロベール仏和大辞典編集委員会編［１９８８］３３１頁）。

１８３）「息子が」受け取った可能性もある。
１８４）moinsはここではひとまず「未満」としたが，その訳および解釈は現在検討中である。
１８５）Durdilly［１９６５］p.３９０.
１８６）Durdilly［１９６５］p.３９１.
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s. v.

Item deyt mays c et x s. vj d. v. per x［a.］et dime d’emplugme de Sanz, xj

s. v. l’a., qu’el prit lo jor de la sant Amdreu m ccc xx. Paya c x s. v. comtanz

Johanyms sel meymo jor, s［oma］xxiij s. vj d. v.

Item［deyt］［m］ays Joha［nyns］....... v. per j a. de quamelin d’Uy per ses

chauces et per ........ nym sont nevur qu’el prit lo mercros apres la Maud

［eleyna］m ccc xxiij.

Item deyt iiij lb. v. per iij a. dime de quamelim de Brucella per sont

guardacorz et per ses chauces, lo mercros davant la sant Martim m ccc xxiij.

Item iij s. v. paia comtant Johanyms, la veylli de festa（*Ms. : de festa de

festa１８７））.... Thomas l’apostre m ccc xxiij, soma iiij lb. vij s. v. ju li dey a

l’ovrour per mey et per Katelinam mi serour（*Ms. : misserour１８８））.

〈仏訳〉

Johanyms l’épicier qui demeure sur le pont doit１８ livres１０ sous viennois pour５

aunes et demi de drap à raies doubles très rapprochées de Malines,２８ sous viennois

l’aune, pour sa robe et pour６ aune de tagne（sorte d’étoffe）de Sens,１４ sous

viennois l’aune, pour la robe courte de sa femme et pour６ aunes de drap rayé

（catégorie de draps très répandue），vermeil de Gand,２２sous viennois l’aune, pour

la robe d’Estevenins son .... que Johanyms prit ..............................１３２２.

Bozonez a payé４６ sous .... deniers viennois l’aune pour le reste des parties que je

lui devais dans son atelier quand（il）l’avait prit pour ma maladie, lesquels quarante

sept sous et sept deniers. J’ai mis à mon compte dans ce que je devais à l’atelier.

Item Johanyn l’épicier a payé１５ livres viennois comptant ce même jour, la somme

de２３sous viennois.

１８７）Durdilly［１９６５］p.３９１.
１８８）Durdilly［１９６５］p.３９１.
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Item（il）doit encore１１０sous６deniers viennois pour１０aunes et demi d’emplugme

（sorte d’etoffe）de Sens,１１sous viennois l’aune, qu’il prit le jour de la saint André

（le３０ novembre）１３２０. Johanyns a payé１１０ sous viennois comptant ce même

jour, la somme de２３sous６deniers viennois.

Item Johanyns doit encore....... viennois pour１ aune de camelin d’Huy pour ses

chausses et pour ........ nym son neveu qu’il prit le mercredi après la sainte Madeleine

（le２２juillet）１３２３.

Item（il）doit４ livres viennois pour３aunes et demi de camelin de Bruxelles pour

son garde-corps（*vêtement de dessus qui se portait l’hiver１８９））et pour ses chausses,

le mercredi devant la saint Martin（le１１novembre）１３２３.

Item Johanyms a payé３sous viennois comptant, la veille de fête ....（saint）Thomas

（le２１décembre）l’apôtre１３２３, la somme de４ livres７ sous viennois, je le dois à

l’atelier pour moi et pour Katelinam ma soeur（?）.

〈和訳〉

橋の近くに住む食料品屋の Johanymsはヴィエンヌの１８リーヴル１０スーを

返済すべし，マリーヌの非常に細かく２種の糸で縞を織った１９０）毛織物５オー

ヌ半に対し，１オーヌにつきヴィエンヌの２８スー，彼の服用，それとサンス

の tagne（布地の種類）６オーヌに対し，１オーヌにつきヴィエンヌの１４スー，

彼の妻の短い服用，そしてヘント１９１）の鮮紅色の（よく知られた毛織物の種類）

縞のある毛織物６オーヌに対し，１オーヌにつきヴィエンヌの２２スー，

Esteveninsの服用……，それ（ら）は Johanymsが１３２２年………………………

受け取ったものである。

１８９）Durdilly［１９６５］p.３９９.
１９０）acole（仏訳の「drap à raies doubles très rapprochées」）の和訳および解釈については検討
の余地がある。

１９１）ヘント（Gand）はベルギー西部にある（小学館ロベール仏和大辞典編集委員会編［１９８８］
１１２０頁）。
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Bozonezはヴィエンヌの４６スー……ドゥニエを返済した，１オーヌにつき

……，私が病気であったため彼がそこ（彼の仕事場）で受け取った時，私が彼

の仕事場で支払うべきであった分の残りに対し，その４７スー７ドゥニエ１９２）。

私は私の口座の中に記録した，仕事場で私が返済すべしの中に。

同様に食料品屋の Johanyns（あるいは Johanynms）は現金でヴィエンヌの１５

リーヴル返済した，同じ日に，合計ヴィエンヌの２３スー。

同様に（彼は）ヴィエンヌの１１０スー６ドゥニエを返済すべし，サンスの

emplugme（布地の種類）１０オーヌ半に対し，１オーヌにつき１１スー，それは

彼が受け取ったものである，１３２０年使徒聖アンデレの日（１１月３０日）に。

Johanyns（あるいは Johanynms）は現金ヴィエンヌの１１０スーを返済した，同

じ日に，合計ヴィエンヌの２３スー６ドゥニエ。

同様に Johanynsはヴィエンヌの……を返済すべし，ウイのバスケット織り

の紡毛服地１オーヌに対し，彼のショース用と彼の甥……用，それは彼が受け

取ったものである，１３２３年マグダラの聖マリアの日（７月２２日）の後の水曜

日に。

同様に彼はヴィエンヌの４リーヴルを返済すべし，ブリュッセルのバスケッ

ト織りの紡毛服地３オーヌ半に対し，彼のギャルドコール１９３）用と彼のショー

ス用，１３２３年聖マルティヌスの祝日（１１月１１日）の前の水曜日に。

同様に Johanymsは現金でヴィエンヌの３スーを返済した，１３２３年使徒聖ト

マスの日（１２月２１日）の前日に，合計ヴィエンヌの４リーヴル７スー，私は

それを仕事場で返済すべし，私と私の妹 Katelinam１９４）に対して。

１９２）Durdilly［１９６５］はこの段落での金額について「その数字は確かに xlvj つまり４６であ
るが，さらに隔てて４７スーと７ドゥニエという文字が確認できる」と注を打っている
（Durdilly［１９６５］p.３９０。ここから，Bozonezについての債権回収額は４６スー４７スー７ドゥ
ニエの可能性もある。

１９３）ギャルドコール（garde-corps）とは，１３，１４世紀に着用された防寒用外衣である（小
学館ロベール仏和大辞典編集委員会編［１９８８］１１２３頁）。

１９４）Katelinam mi serour を仏訳で「Katelinam ma soeur」と解したが，この箇所の仏訳およ
び解釈については検討の余地がある。
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【５枚目，裏面，右欄】

［７２］

... amellons de Sain Bel y Uguonez Sarazims de cel meymo l[ua］deyvont ij s.

v. bons per ij a. de pers de Troyes a. r. a Pentecostes qu’ il duy pritront lo marz

davant la sant Martim m ccc xxij.

Item deyt iij s. v. per .... letres de conjungimenz qui nos rematront. Item ay

meys cet dedo en czo que ju dey a l’ovrour, el quer pelus.

〈仏訳〉

... amellons de Sain Bel（*commune du Rhône à２４ km de Lyon１９５））et Uguonez

Sarazims de ce même lieu doivent２sous viennois bons pour２aunes de pers（sorte

de tissus）de Troyes à rendre à la Pentecôte que les deux prirent le mardi devant la

saint Martin（le１１novembre）１３２２.

Item（je）dois３sous viennois pour .... reconnaissance de conjungimenz（?）qui nous

remirent. Item（j’）ai mis cette dette dans ce que je dois à l’atelier, dans le livre

garni de poils.

〈和訳〉

Sain Bel１９６）の…amellonsと同じ場所の Uguonez Sarazimsは良質なヴィエンヌ

の２スーを返済すべし，トロア１９７）の pers（布地の種類）２オーヌに対し，聖

霊降臨の主日に返済する予定である，それはその二人が受け取ったものであ

る，１３２２年聖マルティヌスの祝日（１１月１１日）の前の火曜日に。

１９５）Durdilly［１９６５］p.４０６．
１９６）Sain Belはリヨンから２４キロメートル離れたローヌ県の一区域である（Durdilly［１９６５］
p.４０６）。

１９７）トロア（Troyes）はシャンパーニュ地方，セーヌ川沿いにある町である（小学館ロベー
ル仏和大辞典編集委員会編［１９８８］２４６１頁）。
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同様に（私は）ヴィエンヌの３スーを返済すべし，証書…に対し，それは（彼

らが）我々に渡したものである。同様に（私は）その債務を記録した，皮革で

覆われた帳簿の中の，私が仕事場で返済すべきところのものの中へ。

［７３］

Johannez ly otos qui yte v［e］rz Sant Vymcent deyt xxvij s. vj d. v. per ij a.

et dime de chemcemci de Sanz, xj s. v. l’a., per cota si mollier qu’el prit lo

jor de la sant Elayre m ccc xxij.

Item deyt mays xvj s. vj d. v. per j a. dime d’emplugme de Sanz qu’el prit lo

jor de festa s. Luc avangelita m ccc xxiij.

Paya xxx s. v. comtanz Johannez li otos, la veylli de la sant Martim m ccc

xxiij.

Item xiiij s. v. paia comtant Johannez ly otos, l’endeman de la sant Martim m

ccc xxiij.

〈仏訳〉

Johannez l’aubergiste qui demeure vers Saint Vincent doit ２７ sous ６ deniers

viennois pour２ aunes et demi de chemcemci（sorte d’étoffe）de Sens,１１ sous

viennois l’aune, pour la cotte（*vêtement porté sur la chemise et sous le surcot, par

les deux sexes, à parti de１２００ environ１９８））（de）sa femme qu’il prit le jour de la

saint Hilaire（le１４janvier）１３２２.

Item（il）doit encore１６ sous６deniers viennois pour１ aune et demi d’emplugme

（sorte d’etoffe）de Sens qu’il prit le jour de la fête saint Luc（le １８ octobre）

évangéliste１３２３.

１９８）Durdilly［１９６５］p.３９７.
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Johannez l’aubergiste a payé３０sous viennois comptant, la veille de la saint Martin

（le１１novembre）１３２３.

Item Johannez l’aubergiste a payé１４ sous viennois comptant, le lendemain de la

saint Martin（le１１novembre）１３２３.

〈和訳〉

Saint Vincentの近くに住む宿屋の主人 Johannezはヴィエンヌの２７スー６

ドゥニエを返済すべし，サンスの chemcemci（布地の種類）２オーヌ半に対し，

１オーヌにつきヴィエンヌの１１スー，彼女の妻のコット１９９）用，それは彼が受

け取ったものである，１３２２年聖ヒラリウスの日（１月１４日）に。

同様に（彼は）ヴィエンヌの１６スー６ドゥニエを返済すべし，サンスの

emplugme（布地の種類）１オーヌ半に対し，それは彼が受け取ったものであ

る，１３２３年聖ルカの祝日（１０月１８日）に。

宿屋の主人 Johannezは現金で３０スーを返済した，１３２３年聖マルティヌスの

祝日（１１月１１日）の前日に。

同様に宿屋の主人 Johannezは現金でヴィエンヌの１４スーを返済した，１３２３

年聖マルティヌスの祝日（１１月１１日）の翌日に。

［７４］

Johannez fiuz a la Qualabra de Dissines et Johanz Qu[a]labra soz pare et

Johanz fiuz Martim Sibua de Dissines deyvont vj lb. vj s. v. per vij a. de pers

de Montchant, xvj s. v. l’a. et per iij quart de bruneta de Sanz a rayzon de xiiij

s. v. los iij quarz a r. a la sant Julim, de czo aven letra que recit Johanz de

Macon, lo jor de la sant Elayre m ccc xxij.

１９９）コット（cotte）とは，１２世紀から１６世紀の間に男女が着たチュニック風の上着である
（Durdilly［１９６５］p.３９７；小学館ロベール仏和大辞典編集委員会編［１９８８］５８７頁）。
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Paya iiij lb. v. comtanz Estevena li molliers Johan Sibua de Disines, lo jos

apres la s. Michiel m ccc xxiij.

Item deyt ij s. viij d. v. per la mession de ... cunjungiment, soma ....

Paya xxiiij s. v. contanz Estevena molliers Johan Sybua, lo jor de festa Nostra

Dama de marz m ccc xxiij, soma xxiiij s. viij d.

Paya xiiij s. v. bons Johanez fius Martin Sibua, lo sando davant la Tossans m

ccc xxv, souma x s. viij d. v. recet.

Item x s. v. paya comtanz Johannez, sel meymo jor, soma viij d.

Paya viij d. v. comtamz Johannez Sibua, sel meymo jor y el en portiet v letres

de cunjungimenz et la letra del dedo que monte la mession vij s. v. qu’el a

paya, del fim de czo ly ay ju dona l’aucion de xxxij s. v. ota lo chanjo deuz

xiiij s. v.

〈仏訳〉

Johannez fils de la Qualabra de Décines（*commune du canton de Meyzieu

（Isère）２００））, dans la banlieue de Lyon）et Johanz Qualabra son père et Johanz fils

Martim Sibua de Décunes doivent６ livres６ sous viennois pour７ aunes de pers

（sorte de tissus）de Montchant,１６sous viennois l’aune et pour３quarts de brunette

de Sens à raison de１４ sous viennois les３quarts（,）à rendre à la Saint Julien, de

ce j’avais（la）lettre que Johanz de Mâcon reçut, le jour de la saint Hilaire（le１４

janvier）１３２２.

Estevena la femme（de）Johan Sibua de Décines a payé４livres viennois comptant,

le jeudi après la saint Michel（le２９septembre）１３２３.

Item（il）doit２sous８deniers viennois pour les frais de ...（lettre de）cunjungiment ,

la somme de ....

２００）Durdilly［１９６５］p.４０６.
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Estevena（la）femme（de）Johan Sibua a payé２４sous viennois comptant, le jour

de la fête de Notre-Dame de mars（le２５mars）１３２３, la somme de２４sous８deniers.

Johanez fils Martin Sibua a payé １４ sous viennois bons, le samedi devant la

Toussaint１３２５, la somme de１０sous８deniers viennois reçue.

Item Johannez a payé１０ sous viennois comptant, ce même jour, la somme de８

deniers.

Johan Sybua a payé８ deniers viennois comptant, ce même jour et il emporta５

lettres de cunjungimenz et la reconnaissance de dette dont les frais s’élèvent à７sous

viennois qu’il a payé, à la fin de quoi je lui ai donné l’augmentation de３２ sous

viennois, moins le change des１４sous viennois.

〈和訳〉

Décunes２０１）の la Qualabraの息子である Johannezと，彼の父親である Johanz

Qualabraと DécunesのMartim Sibuaの息子である Johanzはヴィエンヌの６リ

ーヴル６スーを返済すべし，Montchantの pers（布地の種類）７オーヌに対し，

１オーヌにつきヴィエンヌの１６スー，それとサンスの毛織物ブルネットのヴィ

エンヌの１４スーで，４分の３に対し，saint Julienに返済する予定である２０２），

それについて私は証書を持っていた，それはMâconの Johanzが受け取ったも

のである，１３２２年聖ヒラリウスの日（１月１４日）に。

Décinesの Johan Sibuaの妻 Estevenaは現金で４リーヴルを返済した，１３２３

年大天使聖ミカエルの日（９月２９日）の後に。

同様に（彼は）ヴィエンヌの２スー８ドゥニエを返済すべし，cunjungiment

の証書…の費用に対し，合計…

Johan Sibuaの妻 Estevenaは現金でヴィエンヌの２４スーを返済した，１３２３年

２０１）Décunesは，リヨン郊外にある，イーゼル県のMeyzieuという小郡の一区域である
（Durdilly［１９６５］p.４０６）。
２０２）Durdilly［１９６５］によると saint Julienとは祝祭日の一つであるが，その詳細については
現在検討中である（Durdilly［１９６５］p.４０２）。記録番号［８０］も同様である。
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神のお告げの祭日（３月２５日）の木曜日に，合計２４スー８ドゥニエ。

Martim Sibuaの息子である Johanzはヴィエンヌの良質な１４スーを返済し

た，１３２５年の諸聖人の祝日（１１月１日）の前の土曜日に，合計受取った１０ス

ー８ドゥニエ。

同様に Johannezは現金でヴィエンヌの１０スーを返済した，同じ日に，合計

８ドゥニエ。

Johan Sybuaは現金で８ドゥニエを返済した，同じ日に，そして彼は五つの

cunjungimenz の証書と一つの借用証書を持って行った，それは彼の返済額が

ヴィエンヌ７スーに上るもの，その最後にヴィエンヌの１４スーより少ない金

額が３２スーに上昇したことを私が彼に示したもの２０３）。

【６枚目，表面，左欄：断片的記録 B】

断片的記録 Bは６枚目，表面，左欄の右側で確認できる記録である。

...... marz da

....... paya iij s. iiij.

....... deyt vij lb.

....... xxiiij s. v.

....... rz Barauz

....... cc xxij cez

....... el follet de

....... engnour l aba de sa

....... rs de Stornay per chapi

２０３）この一文の仏訳・和訳共に現在検討中である。
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....... ant festa de sant Tho

....... d. v. contant. Item

....... l’endeman de la

....... guatete et remuas

....... erz sant Jorjo

.......［m］aubre de Guam

....... lo jos apres me

....... lx s. v. per

....... roba de sa filli. Item

....... de reya de Ypra

....... samti Katelina

....... paya vj lb.

....... xviij s.

＜仏訳＞ ＜和訳＞

..... marz da

....... payé３sous４ ..

....... doit７livres.

....... xxiiij sous viennois.

....... rz Barauz

....... cc２２ce

....... au feuillet

....... engnour l aba de sa

....... rs de Tournai pour chapi

……marz da

……３スー４返済した。

……７リーヴル返済すべし。

……ヴィエンヌの２４？スー。

……rz Barauz

……２２２？ce

……枚目

……engnour l aba de sa

…rsトゥルネーの…rs chapi……？のために
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【６枚目，表面，右欄】

［７５］

Johamz Pros de Montaymgne deyt lx s. v. per iij a. de pers emcro d’Envrours

et per dime a. de pers de Sanz, a r. a l’oytava de Paques, de czo ay letra que

recit Amthoynos Fencheons, lo sando davant Chalendes m ccc xxij. Paya lx s.

v. contant Johanz Prot, lo mercros davant Rueyssons m ccc et xxiiij e ju me

tigno per payes de luy tro a cel jor.

２０４）イープル（Ypres）はベルギーの西部に位置する一都市である（小学館ロベール仏和大
辞典編集委員会編［１９８８］２５６１頁）。

....... ant fête de saint Tho

.......deniers viennois comptant Item

....... Lendemain de la

....... guatet est reporté

....... erz saint Georges（le２３avril）

....... maubre（sorte de drap）de Gand

....... Le jeudi après me

.......６０sous viennois pour

....... robe de sa fille. Item

....... de drap rayé d’Ypres

....... samti Katelina

....... payé６livres.

....... x８sous.

……聖なる Tho……の祝日

…現金でヴィエンヌの……。同様に

……la？の翌日

……guatetは報告されている

……erz聖ゲオルギオスの祝日（４月２３日）

…ヘントの maubre（毛織物の種類）

……me……後の木曜日

……ためのヴィエンヌの６０スー…

……彼女の娘のドレス……。同様に

……イープル２０４）の縞のある毛織物

……samti Katelina

……６リーヴル返済した。

……１８？スー。

１４世紀リヨンの毛織物業者の会計帳簿に関する追窮 ４１１



〈仏訳〉

Johamz Pros de Montaymgne doit６０sous viennois pour３aunes de pers（sorte de

tissus）sombre de Envrours（?）et pour une demi aune de pers de Sens, à rendre à

l’octave de Pâques, de ce j’ai une lettre que Amthoynos Fencheons reçut, le samedi

devant Noël１３２２. Johanz Prot（Johamz Pros）a payé６０ sous viennois comptant,

le mercredi devant Rogations１３２４et je me tiens pour payé de lui jusqu’à ce jour.

〈和訳〉

Johamz Pros de Montaymgnはヴィエンヌの６０スーを返済すべし，Envrours２０５）

のくすんだ色の pers（布地の種類）３オーヌとサンスの pers 半オーヌに対し，

復活祭の８日間に返済する予定である，私は一つの証書を持っている，それは

Amthoynos Fencheonsが受け取ったものである，１３２２年主の降誕の祭日前の土

曜日に。Johanz Protは現金でヴィエンヌの６０スーを返済した，１３２４年祈願行

列の前の水曜日に，私は現金でその日までに彼の支払済みのものとする。

［７６］

Johannez fiuz Guillermo de Sella Nova de Saycel deyt iiij lb. et x s. v. per iij

a. et j tierz de quamelim de Brucella, a r. a quareymentrant, principal payhour

sont Johanz de Bonayre y Umbert de Viniceu, codurerz de Saycel, letra que

recit li clers Vimcemt d’Amsa, lo mercros davant Chalendes m ccc xxij. Paya

iiij lb. x s. v. contanz Peros de Chaleya et Johanz Blans, clerc procurour, lo

sando sanz m ccc xxiij et ju lur rendis la letra de cet dedo.

２０５）Envrours は地名であるが，その詳細は不明である（Durdilly［１９６５］p.４０６）。
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〈仏訳〉

Johannez（,）fils Guillermo de Sella Nova de Saycel（*probablement Seyssel

（Ain）２０６））, doit ４ livres １０ sous viennois pour ３ aunes un tiers de camelin de

Bruxelles, à rendre au début du carême, principaux payeurs sont Johanz de Bonayre

et Umbert deVénissieux, couturier de Seyssel, lettre que le clerc Vimcemt d’Anse

reçut, le mercredi devant Noël１３２２. Peros de Chaleya（*il existait près de Miribel

une localité de ce nom, aujourd’hui disparue２０７））et Johanz Blans, clerc procureur,

ont payé４livres１０sous viennois comptant, le samedi saint１３２３et je leur rendis la

lettre de cette dette.

〈和訳〉

アン県の Seysselの Guillermo de Sella Novaの息子である Johannezは４リー

ヴル１０スーを返済すべし，ブリュッセルのバスケット織りの紡毛服地３オー

ヌと３分の１に対し，四旬祭の初日に返済する予定である，主たる返済者は

Johanz de Bonayreと Seysselの仕立屋である Vénissieuxの Umbertであり，Anse

の聖職者（あるいは書記）である Vimcemtが１３２２年主の降誕の祭日前の水曜

日に受け取った証書（がある）。Chaleya２０８）の Perosと代理人である聖職者（あ

るいは書記）Johanz Blansが現金でヴィエンヌの４リーヴル１０スーを返済し

た，聖なる１３２３年土曜日に，そして私は彼らにこの債務の証書を返した２０９）。

［７７］

Johannez Guatez li drapierz deyt xij gros per iij quarz de quamelim de

２０６）Durdilly［１９６５］p.４０７.
２０７）Durdilly［１９６５］p.４０６.
２０８）Miribel近くにあった Chaleya は，今日存在しない小さな町ないし村の名前である
（Durdilly［１９６５］p.４０６）。
２０９）記録番号［７６］の和訳については検討の余地がある。
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Lovaymg qu’el prit lo jos davant Chalemdes m ccc xxij.

Item deyt mays lx s. v. per iiij a. j quart menz de bruneta ney［ra］［de］

Ponthoyze, xvj s. v. per sont guardacorz qu’el prit la dyomeyni davant la

Maudeleyna m ccc xxiij, soma iiij lb. v.

Item deyt mays Johannez Guatez lx s. v. pretas que li portiet li mota de ches

euz, la veylli de la me ost m ccc xxiij, soma vij lb. v. Paya lx s. v. contant J.

Guatez, lo jor de la me ost.

〈仏訳〉

Johannez Guatez（,）le drapier doit１２gros pour３quart de camelin de Louvain qu’il

prit le jeudi devant Noël１３２２.

Item（il）doit encore６０sous viennois pour４aunes moins１quart de brunette noire

de Pontoise,１６ sous viennois pour son garde-corps qu’il prit le dimanche devant la

sainte Madeleine（le２２juillet）１３２３, la somme de４livres viennois.

Item Johannez Guatez doit６０sous viennois prêtés que le jeune garçon de chez eux

emporta la veille de la mi-août１３２３, la somme de７ livres viennois. Johannez

Guatez a payé６０sous viennois comptant, le jour de la mi-août.

〈和訳〉

毛織物業者の Johannez Guatezは１２グロを返済すべし，Louvainのバスケッ

ト織りの紡毛服地の４分の３に対し，それは彼が受け取ったものである，１３２２

年主の降誕の祭日前の木曜日に。

同様に（彼は）ヴィエンヌの６０スーを返済すべし，４オーヌと４分の１未

満のポントアーズ２１０）の黒色のブルネットに対し，それとヴィエンヌの１６スー

（を返済すべし），彼のギャルドコール用，それは彼が受け取ったものであ

２１０）ポントアーズ（Pontoise）は県庁所在地で，パリ北西郊オアーズ川右岸の町である（小
学館ロベール仏和大辞典編集委員会編［１９８８］１８９３頁）。
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る，１３２３年マグダラの聖マリアの日（７月２２日）の前の日曜日に。

同様に Johannez Guatezは貸し付けられたヴィエンヌの６０スーを返済すべ

し，それは彼らの店の若者が持ち去ったものである，１３２３年８月中旬の前日

に，合計ヴィエンヌの７リーヴル。Johannez Guatezは現金でヴィエンヌの６０

スーを返済した，８月中旬の日に。

［７８］

Johannez Berczons mos hottos deyt vj lb. xv s. v. bons per iiij a. dime［de］

pers azur de Sanz xx s. v. l’a per lo corset a si mollier et per iij a. de

［qua］melim d’Uy per la cota de si mollier qu’el prit lo mercros davant

Rampauz m ccc xxij. Paya xlv s. v. comtanz sel meymo jor, soma iiij lb. x s. v.

Item iiij lb. x s. v. paya contanz Johanz Beczons, lo luns apres la sant Vimcent

m ccc et xxiij.

〈仏訳〉

Johannez Berczons（,）mon aubergiste doit６ livres１５ sous viennois bons pour４

aunes et demi de pers（sorte de tissus）azuré de Sens２０ sous viennois l’aune pour

la robe longue à manches larges et courtes de sa femme et pour３ aunes de camelin

d’Huy pour la cotte de sa femme qu’il prit le mercredi devant le dimanche des

Rameaux１３２２.（Il a）payé４５ sous viennois comptant ce même jour, la somme de

４livres１０sous viennois.

Item Johanz Beczons a payé４ livres１０ sous viennois comptant, le lundi après la

saint Vincent（le２２janvier）.

〈和訳〉

私の宿屋の主人である Johannez Berczonsは良質なヴィエンヌの６リーヴル
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１５スーを返済すべし，サンスの紺碧の pers（毛織物の種類）４オーヌ半に対

し，１オーヌにつきヴィエンヌの２０スー，彼の妻のための大きく短い袖のあ

る長い服用，それとウイのバスケット織りの紡毛服地３オーヌに対し，彼の妻

のためのコット用，それ（ら）は彼が受け取ったものである，１３２２年枝の主

日の前の水曜日に。（彼は）現金でヴィエンヌの４５スーを返済した，同じ日に，

合計ヴィエンヌの４リーヴル１０スー。

同様に Johanz Beczonsは現金でヴィエンヌの４リーヴル１０スーを返済し

た，聖ウィンケンティウスの祝日（１月２２日）の後の月曜日に。

【６枚目，裏面，左欄】

［７９］

Terczolez qui fut fiuz Jacer ........... omzel ........... de Chamdeu deyt vj lb. ... s.

v. per v a. dime de quamelin vermeyllet d’Aubenton, xiiij s. v. l’a. per la roba

de sont fraro lo clerc et per iij a. e j tierz de degniza de Sant Denis, xvj s. v.

l’a. per sa malacota qu’el prit lo jor de les Merevylles, de que ju ay letra

vyeylli qui et de xliij lb. xvj s. v. a r. a la me ost m ccc xx y el deyt el paper

pelus.

Item deyt xj s. v. per j tierz de pers emcro de Chalons e per j tierz de

quamelin d’Uy per les chauces a Lidon y a si mollier que prit Johannez de

Mayzeu, lo marz davant la sant Lorent m ccc xx.

Item deyt Terczolez viiij s. v. bons per dime a. de tagne encro de Ponthoyze

per ses chauces que prit Johannez de Mayzeu, lo marz apres la sant

Bertholomeu m ccc xx.

Item deyt Terczolez xxij s. v. bons per j a. de quamelim vermeyllet de Malines

per ses chauces et per celles qu’el donet Jocerant de la Ryguauderi, lo marz

davant la Maudeleyna m ccc et xx.
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Item deyt Terczolez xxiij s. v. per lo romanent de ij a. e j bezeync de chaqua

de Langny, xj s. v. l’a. et per lo romanent de ij a. de byffa de Provyns per sa

clochi forra qu’el prit lo jor de les Merevylles m ccc xx, soma viiij lb. xv s. v.

Item deyt mays xv lb. xv s. viij d. per lo romanent de sont dedo qui et avatus

sus sont paro, say arerz en set paper el follet de iiijxx v.

Item deyt xxx s. v. per la mession de la letra del dedo et per x payri de letres

de cunjungimenz et per lo comandament de la cort secular.

Item deyt vj s. vj d. que ju li pretay per la solicion de J. Cerlon et de

Terczolet, soma xxvij lb. vij s. ij d. qui sont remues say arerz en set paper sus

Johanyn Cerlont, el follet de iiijxx vj.

〈仏訳〉

Terczolez qui fut fils Jacer ........... omzel ........... de Chandieu（*voir Saint-Pierre-de

-Chandieu, commune du canton d’Heyrieux（Isère）. Voir aussi Chandieu ou

Champdieu dans le canton de Montbrison（Loire）２１１）doit６ livres ... sous viennois

pour５aunes et demi de camelin vermeil d’Aubenton,１４sous viennois l’aune, pour

la robe de son frère（*ce terme exprime la parenté２１２））le clerc et pour３aunes et１

tiers de degniza（*nom d’étoffe２１３））de Saint Denis,１６sous viennois l’aune, pour sa

malacota（*sorte de jupe２１４））qu’il prit le jour des Merveilles（*fête à la fois religieuse

et profane qui se déroulait à Lyon le２４ juin en l’honneur des martyrs lyonnais de

１７７２１５））, de quoi j’ai（une）vieille lettre qui est de４３livres１６sous viennois à rendre

à la mi-aôut１３２０et il doit dans le livre couvert de peau.２１６）

２１１）Durdilly［１９６５］p.４０６.
２１２）Durdilly［１９６５］p.３９９.
２１３）Durdilly［１９６５］p.３９８.
２１４）Durdilly［１９６５］p.３９９.
２１５）Durdilly［１９６５］p.４０２.
２１６）最後の一行に関する仏訳は現在検討中である。
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Item（il）doit１１ sous viennois pour１ tiers de pers（sorte de tissus）sombre de

Châlons-sur-Marne et pour１ tiers de camelin d’Huy pour les chausses de Lidon

（*nom de personne２１７））et de sa femme que Johannez de Mayzieu prit, le mardi

devant la saint Laurent（le１０août）１３２０.

Item Terczolez doit９ sous viennois bons pour une demi aune de tagne（sorte

d’étoffe）sombre de Pontoise pour ses chausses que Johannez de Mayzieu prit, le

mardi après la saint Barthélemy（le２４août）１３２０.

Item Terczolez doit２２ sous viennois bons pour１ aune de camelin vermeil de

Malines pour ses chausses et pour celles qu’il donna à Jocerant de la Ryguauderi, le

mardi devant la sainte Madeleine（le２２juillet）１３２０.

Item Terczolez doit２３sous viennois pour le reste de２aunes et１bezeync（*semble

une division de l’aune２１８））de drap à carreaux de Lagny（*Seine-et-Marne２１９））,１１sous

viennois l’aune et pour le reste de２aunes de biffa（sorte de drap）de Provins pour

sa cloche fourrée qu’il prit le jour des Merveilles１３２０, la somme de９ livres１５

sous viennois.

Item（il）doit encore１５ livres１５ sous８ deniers pour le reste de sa dette qui est

portée sur son père, ci-dessus dans ce livre au feuillet８５.

Item（il）doit３０sous viennois pour les frais de lettre de dette et pour１０paires de

lettres de cunjungimenz et pour le commandement de la cour laïque.

Item（il）doit６sous６deniers que je lui prêtais pour le paiement de Johanyn Cerlont

et de Terczolet, la somme de２７ livres７ sous２ deniers qui sont reportés ci-dessus

dans ce livre sur Johanyn Cerlont au feuillet８６.

２１７）Durdilly［１９６５］p.４０４.
２１８）Durdilly［１９６５］p.３９７.
２１９）Durdilly［１９６５］p.４０６.
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〈和訳〉

Chandieu２２０）の Jacer……omzel……deの息子であった Terczolezはヴィエンヌ

の６リーヴル……スーを返済すべし，Aubentonの鮮紅色のバスケット織りの

紡毛服地５オーヌ半に対し，１オーヌにつきヴィエンヌの１４スー，聖職者で

ある彼の兄弟の服用，それとサン・ドニの degniza（布地の種類）３オーヌと

３分の１オーヌに対し，１オーヌにつきヴィエンヌ１６スー，彼の malacota（ス

カートの種類）用，それ（ら）は彼が受け取ったものである，Merveillesの日２２１）

に，（そして）私は古い証書を持つ，それについてヴィエンヌの４３リーヴル

１６スーということである，１３２０年８月中旬に返済する予定である，彼は皮革

で覆われた帳簿の中で返済すべし。

同様に Johannez de Mayzeuはヴィエンヌの１１スーを返済すべし，シャロン

＝シュール＝マルヌのくすんだ pers（布地の種類）３分の１オーヌと，ウイの

バスケット織りの紡毛服地３分の１オーヌに対し，Lidon（人名）と彼の妻の

ショース用，それ（ら）は Johannez de Mayzeuが受け取ったものである，１３２０

年聖ラウレンティウスの祝日（８月１０日）の前の火曜日に。

同様に Terczolezは良質なヴィエンヌの９スーを返済すべし，ポントアーズ

のくすんだ tagne（布地の種類）半オーヌに対し，ショース用，それ（ら）は

Johannez de Mayzeuが受け取ったものである，１３２０年聖バルテルミーの祝日

（８月２４日）の後の火曜日に。

同様に Terczolezは良質なヴィエンヌの２２スーを返済すべし，マリーヌの鮮

紅色のバスケット織りの紡毛服地１オーヌに対し，彼のショース用，そして彼

が Jocerant de la Ryguauderiに与えたそれ（ショース）用，１３２０年マグダラの

２２０）Chandieuは，イーゼル県の Heyrieuxという小郡の一区域である Saint-Pierre-de-Chandieu
またはロアール県のモンブリゾン（Montbrison）という小郡内の Chandieuまたは Champdieu
を指す（Durdilly［１９６５］p.４０６）。なお，モンブリゾンはリヨン南西方に位置する（小学
館ロベール仏和大辞典編集委員会編［１９８８］１５８４頁）。

２２１）Merveillesの日は，リヨンの１７７人の殉教者に敬意を表してリヨンで６月２４日に行わ
れる，宗教的世界，世俗的世界双方での祭である（Durdilly［１９６５］p.４０２）。
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聖マリアの日（７月２２日）の前の火曜日に。

同様に Terczolezはヴィエンヌの２３スーを返済すべし，Lagny２２２）の格子縞の

毛織物で残りの２オーヌと１ bezeync２２３）に対し，１オーヌにつきヴィエンヌの

１１スー，それとプロヴァンの biffa（毛織物の種類）で残りの２オーヌに対し，

裏地のついたクロシュ２２４）用，それ（ら）は彼が受け取ったものである，１３２０

年Merveillesの日に，合計ヴィエンヌの９リーヴル１５スー。

同様に（彼は）１５リーヴル１５スー８ドゥニエを返済すべし，彼の債務の残

りに対し，それは彼の父親の口座で記録されている，上記に，この帳簿の８５

枚目に。

同様に（彼は）ヴィエンヌの３０スーを返済すべし，債務の証書の費用と１０

通の cunjungimenz の証書に対し，そして一般の（宗教と関係しない）法廷の

命令に対し２２５）。

同様に（彼は）６スー６ドゥニエを返済すべし，それは私が彼に貸し付けた

ものである，Johanyn Cerlontと Terczoletの支払に対し，合計２７リーヴル７ス

ー２ドゥニエ，それはこの帳簿の上記に報告される，Johanyn Cerlontの口座の

８６枚目に。

【６枚目，裏面，右欄：断片的記録 C】

断片的記録 Cは，６枚目，裏面，右欄の左側で確認できる記録である。

Amthoynos de Genas ...

lo ....

２２２）Lagnyはパリ東方のセーヌ＝エ＝マルヌ県（Seine-et-Marne）に位置する（小学館ロベ
ール仏和大辞典編集委員会編［１９８８］２２１３頁）。

２２３）bezeync はオーヌの下位区分と思われる（Durdilly［１９６５］p.３９７）。
２２４）クロシュ（cloche）は，１３世紀末から１５世紀末の男女用の取り外しフード付き小外套で
ある。ウエスト丈よりも短い（小学館ロベール仏和大辞典編集委員会編［１９８８］４８０頁）。

２２５）この一文の和訳については現在検討中である。
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Genas lo veyndr［os］...

soma iij s. viiij d. ...

set dedo et per uns ...

paia vj s. v. contan ...

Thomas Blans qui ...

I quart de reya ...

apres festa s. Deny［s］...

v. comtanz Peron ...

festa Nostra Dama ...

..... li nauc ...

los quauz el m’a r ...

los me devit per lo romanent ...

Brucella et lo dit ...

Jorjo m ccc xxij pa ...

clers de Montluel ...

ccc xxij

〈仏訳〉

Amthoynos de Genas（*commune de

l’Isère, limitrophe de Bron２２６））...

le....

Genas le vendredi...

Genas２２７）の Amthoynos……

le……

Genas金曜日……

〈和訳〉

２２６）Durdilly［１９６５］p.４０６.
２２７）Genasはリヨン東郊の町ブロン近隣の，イーゼル県の一区域である（Durdilly［１９６５］p.
４０６）。
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【７枚目，表面，左欄】

［８０］

Peronez Jolys de ....... deyt vj ... v. les quauz el a repomdu de payer per dama

Byatrysa de Marzeu qui fut molliers Uguonym de Gleteyms, les quauz ylli

devit per Pomcet de Rochitayllia mari de sa filli, a r. lo jos apres l’oytava de la

la somme de３sous９deniers...

cette dette et pour uns...

payé６sous viennois comptant...

Thomas Blans qui...

I quart drap rayé...

après la fête de saint Denis（le ９

octobre）...

viennois comptant Peron...

La fête de Notre-Dame...

..... Le（ou la）nauc...

lesquels il m’a r...

me les devait pour le reste...

Bruxelles et le dit...

（Saint）Georges（le２３avril）１３２２pa...

clerc de Montluel...

１３２２

合計３スー９ドゥニエ……

その債務と uns……に対し……

現金でヴィエンヌの６スーを返済した……

Thomas Blansその人は……

４分の１？縞のある毛織物……

サン・ドニの祝日（１０月９日）の

後で……

ヴィエンヌ現金で Peron……

聖母の祝日……

……le（あるいは la）nauc……

それは彼が私に……

私に返済すべきであった残り……に

対し……

ブリュッセルと le dit……

１３２２年聖ゲオルギオスの祝日（４

月２３日）pa……

Montluelの聖職者……

１３２２
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sant Julym m ccc xxiij et czo repomdit lo jos apres la sant Bertholomeu m ccc

xxiij, primcipauz payeris et Aymgnes qui fut molliers Estevent de Chalamont.

Paya l s. v. comtanz Peronez Jolis lo veyndros apres fesra Nostra Dama（*Ms. :

apres fesra Nostra Dama apres fesra Nostra Dama２２８））de setembro m ccc xxiij,

soma lxx s. v.

Item xxx s. v. paya contant Peronez Jolis, lo veyndros apres la sant Michiel m

ccc xxiij.

Item xl s. v. bons paya comtant Peronez Jolis, lo veyndros davant Chalendes

m ccc xxiij.

〈仏訳〉

Peronez Jolys de ....... doit vj ... viennois lesquels il a répondu de payer pour dame

Byatrysa de Marzé qui fut femme Uguonym de Gleteyms（*hameau de la commune

de Jassans（Ain）２２９））, lesquels elle devait pour Pomcet de Rochitayllia

（*probablement Rochetaillée, commune du Rhône près de Lyon２３０））mari de sa fille,

à rendre le jeudi après l’octave de la saint Julien１３２３et ce répondit le jeudi après la

saint Barthélemy（le２４août）１３２３, principale payeuse est Aymgnes qui fut femme

Estevent de Chalamont（*chef-lieu de canton de l’Ain２３１））.

Peronez Jolis a payé５０sous viennois comptant, le vendredi après la fête（de）Notre

-Dame de septembre（le８septembre）１３２３, la somme de７０sous viennois.

Item Peronez Jolis a payé３０ sous viennois comptant, le vendredi après la saint

Michel（le２９septembre）１３２３.

Item Peronez Jolis a payé４０sous viennois bons comptant, le vendredi devant Noël

１３２３.

２２８）Durdilly［１９６５］p.３９４.
２２９）Durdilly［１９６５］p.４０６.
２３０）Durdilly［１９６５］p.４０６.
２３１）Durdilly［１９６５］p.４０５.
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〈和訳〉

Peronez Jolys de……はヴィエンヌの vj……を返済すべし（，）それは彼が

Gleteyms２３２）の Uguonymの妻であったMarzéの Byatrysa夫人に対し支払うこと

を保証したものである，それは（また，）彼女の娘の夫 Rochitayllia２３３）の Pomce

に対して彼女（Marzéの Byatrysa夫人）が返済すべきであったものである，１３２３

年 saint Julienの８日間が経過した後の木曜日に返済する予定である，そして

それは１３２３年聖バルテルミー（８月２４日）の後の木曜日に保証された，主要

な返済者は Chalamont２３４）の Esteventの妻であった Aymgnesである。

Peronez Jolisは現金でヴィエンヌの５０スーを返済した，１３２３年マリアの誕

生の祝日（９月８日）の後の金曜日に，合計ヴィエンヌの７０スー。

同様に Peronez Jolisは現金でヴィエンヌの３０スーを返済した，大天使聖ミ

カエルの祝日（９月２９日）の後の金曜日に。

同様に Peronez Jolisは現金で良質なヴィエンヌの４０スーを返済した，１３２３

年主の降誕の祭日前の金曜日に。

［８１］

Peronez cellarerz de Marcylleu las Chazey et Johannez Guatez deyvont iiij lb.

R.

〈仏訳〉

Peronez（de）cellérier de Marcilly d’Azergues（*village du département du Rhône

situé prés de Chazay d’Azergues２３５））et Johannez Guatez doivent４livres. Reçu.

２３２）Gleteymsはアン県にある Jassansの一区域内の小集落である（Durdilly［１９６５］p.４０６）。
２３３）Rochitayllia は，おそらく Rochetailléeという，リヨン近くのローヌ県の一区域である
（Durdilly［１９６５］p.４０５）。
２３４）Chalamontは，アン県にある小郡の中心地である（Durdilly［１９６５］p.４０５）。
２３５）Durdilly［１９６５］p.４０６.
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〈和訳〉

Marcilly d’Azergues２３６）の食料保管係の Peronezと Johannez Guatezは４リーヴ

ルを返済すべし。受取２３７）。

［８２］

Peronyms li clerz de Sant Bel deyt iiij lb. xvj s. v. bons per vj a. de biffa

maubrea vert de Provyns xvj s. v. l’a. per la roba a Guillermet Fuchier, a r. a la

quimzeyna de Paques, de czo ay letra que recit Johanz de Macon, lo jos apres

la sant Martim m ccc et xxiij. Paya iiij lb. xvj s. v. comtant Peronyns li clerz, lo

veyndros davant Pentecostes m ccc xxiiij.

〈仏訳〉

Peronyms（,）le clerc de Sain Bel doit４livres１６sous viennois bons pour６aunes

de biffa（sorte de drap）marbrée vert de Provins１６sous viennois l’aune pour la robe

de Guillermet Fuchier, à rendre dans la quinzaine de Paques, de ce j’ai une lettre

que Johanz de Mâcon reçut, le jeudi après la saint Martin（le１１ novembre）１３２３.

Peronyms（,）le clerc a payé４livres１６sous viennois comptant, le vendredi devant

la Pentecôte１３２４.

〈和訳〉

Sain Belの聖職者（あるいは書記）の Peronymsは良質なヴィエンヌの４リ

ーヴル１６スーを返済すべし，プロヴァンの緑色の大理石模様の biffa（毛織物

の種類）６オーヌに対し，１オーヌにつきヴィエンヌの１６スー，Guillermet

２３６）Marcilly d’Azerguesは，Chazay d’Azerguesの近くに面したローヌ県の村である（Durdilly
［１９６５］p.４０６）。
２３７）借用証書を意味する可能性もあり，今後さらなる検討が必要である。
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Fuchierの服用，御復活の１５日２３８）に返済する予定である，それについて私は

証書を持っている，それはMâconの Johanzが受け取ったものである，１３２３年

聖マルティヌスの祝日（１１月１１日）の後の木曜日に。聖職者（あるいは書記）

の Peronymsは，現金でヴィエンヌの４リーヴル１６スーを返済した，１３２４年

聖霊降臨の主日の前の金曜日に。

【７枚目，裏面，右欄】

［８３］

Peronez de Ruaffola qui et frare maytre Johan de［Mont］luel et Yzabex sa

molliers de Montluel deyvont xv lb. v. per vj a. de quamelim vermeyl gouta de

neyr de Bru ......, l s. v. l’a. per la roba de sa filli et per vj a. de quamelim vert

［de］［Pr］ovyms xvj s. viij d. v. l’a., per la cegunda roba de sa filli et per ......

de quamelim vermeyl de Malines xxv s. v. l’a. per iiij payri de［chau］ces et

per v a. et dime de dore de Sanz x s. v. l’a. per fayre cu ........ qu’illi prit et

Bertez Boyssons et Bertholomeus de Moram, lo marz apres la sant Martim m

ccc xxiij, Bozonez la ........［q］uareymentrant lo vyeyl, de czo ay letra qui et el

non de ..... ellan si mollier que recit Johanz de Macon lo sel meymo jor.

Item deyvont mays xx s. v. per ij a. deu dore de Sanz que prit［Pheli］ppos de

Sanz Pero lo veyndros apres festa Nostra Dama d’Avenz m ccc xxiij, paya xx

s. v. contanz Phelipos, lo mercros［apre］s Chalendes, paya xxv lb. v s. v. la

veylli de la Chandeluza［m ccc］xxiij.

〈仏訳〉

Peronez de Ruaffola qui est frère de maître Johan de Montluel（*Montluel répété au

２３８）御復活の１５日とは，枝の主日から白衣の主日までの２週間である（小学館ロベール仏
和大辞典編集委員会編［１９８８］２００６頁）。
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début de la ligne suivante２３９））et Ysabez sa femme de Montluel doivent１５ livres

viennois pour６ aunes de camelin vermeil tacheté（*les draps goutés seraient des

étoffes à pois２４０））de noir de Bru......,５０sous viennois l’aune pour la robe de sa fille

et pour６ aunes de camelin vert de Provins１６ sous８deniers viennois l’aune, pour

la seconde robe de sa fille et pour ...... de camelin vermeil de Malines２５ sous

viennois l’aune pour４ paires de chausses et pour５ aunes et demi de dore（*tissu

orné d’or２４１））de Sens１０ sous viennois l’aune pour faire cu ........ qu’elle prit et

Bertez Boyssons et Bertholomeus de Moram, le mardi après la saint Martin（le１１

novembre）１３２３, Bozonez la ........ dimanche de la Quinquagésime, de ce j’ai une

lettre qui est au nom de ..... ellan sa femme que Johanz de Mâcon reçut ce même

jour.

Item（ils）doivent encore２０ sous viennois pour２ aunes de dore de Sens que

Phelippos de Saint Pierre prit le vendredi après la fête de Notre-Dame d’Avent（le８

décembre）１３２３, Phelip（p）os a payé２０ sous viennois comptant, le mercredi après

Noël，（il a）payé２５livres５sous viennois la veille de la Chandeleur１３２３.

〈和訳〉

Montluel２４２）の Johanzの兄弟である Peronez de Ruaffolaと彼の妻である

Montluelの Ysabezはヴィエンヌの１５リーヴルを返済すべし，Bru……の黒色

の斑点のある鮮紅色のバスケット織りの紡毛服地６オーヌに対し，１オーヌに

つきヴィエンヌの５０スー，彼（女）の娘の服用，それとプロヴァンの緑色の

バスケット織りの紡毛服地６オーヌに対し，１オーヌにつきヴィエンヌの１６

スー８ドゥニエ，彼（女）の娘のもう一つの服用，それとマリーヌの鮮紅色の

２３９）Durdilly［１９６５］p.３９４.
２４０）Durdilly［１９６５］p.３９９.
２４１）Durdilly［１９６５］p.３９８.
２４２）「Montluel」は紙片の右端１行目で確認できるが，２行目の左端でも記載されている
（Durdilly［１９６５］p.３９４）。
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バスケット織りの紡毛服地の……に対し，１オーヌにつき２５スー，４対の

ショース用，それとサンスの dore２４３）５オーヌ半に対し，１オーヌにつきヴィ

エンヌの１０スー，……用，それらは彼女が受け取ったものである，Bertez

Boyssonsと Bertholomeus de Moramと，１３２３年 saint Martin（１１月１１日）の後

の火曜日に，Bozonez……五旬節の主日に，それについて私は……ellanの妻の

名義で証書を持っている，それは同じ日にMâconの Johanzが受取ったもので

ある。

同様に彼らはヴィエンヌの２０スーを返済すべし，サンスの dore２オーヌに

対し，それは Saint Pierreの Phelipposが受け取ったものである，１３２３年無原罪

の聖母マリアの祭日（１２月８日）の後の金曜日に，Phelipposは現金でヴィエ

ンヌの２０スーを返済した，主の降誕の祭日の後の水曜日に，（彼は）ヴィエン

ヌの２５リーヴル５スーを返済した，１３２３年主の奉献の祝日（２月２日）の前

日に。

［８４］

［Pero］nez del viver d’Ullyums deyt xviij s. v. per j a. de pers de Sanz qu’el

prit［lo］［j］os apres la Thossanz m ccc xxiij, paya xviij s. v. contamz Peronez

［del］viver, lo luns apres la sant Amdreu m ccc xxiiij.

〈仏訳〉

Peronez du vivier d’Oullins（*commune du Rhône de la banlieue de Lyon２４４））doit

１８sous viennois pour１aune de pers（sorte de tissus）de Sens qu’il prit le jeudi après

la Toussaint１３２３, Peronez du vivier a payé１８ sous viennois comptant, le lundi

après la saint André（le３０novembre）１３２４.

２４３）dore は，金の装飾が施された布地である（Durdilly［１９６５］p.３９８）。
２４４）Durdilly［１９６５］p.４０７.
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〈和訳〉

ウラン２４５）の生け簀の Peronezはヴィエンヌの１８スーを返済すべし，サンス

の pers（布地の種類）１オーヌに対し，それは彼が受け取ったものである，１３２３

年諸聖人の祝日（１１月１日）の後の木曜日に，生け簀の Peronezは現金でヴィ

エンヌの１８スーを返済した，１３２４年使徒聖アンデレの日（１１月３０日）の後

の月曜日に。

［８５］

［Per］os Archymbauz de la parochy de Sant Bel deyt xiiij［s.］v. per j a. de

byffa de Provyns qu’el prit lo jos sanz m ccc［xx］ij, a r. a Pentecostes, paya

xiiij s. v. comtanz Peros［Arc］himbauz, lo mercros davant la Chandeluza m ccc

et［xx］ij.

〈仏訳〉

Peronez Archymbauz de la paroisse de Saint Bel doit１４sous viennois pour１aune

de byffa（sorte de drap）de Provins qu’il prit le jeudi saint１３２２, à rendre à la

Pentecôte, Peros Archimbauz a payé１４ sous viennois comptant, le mercredi devant

la Chandeleur１３２２.

〈和訳〉

Sain Belの小教区２４６）の Peronez Archymabauzはヴィエンヌの１４スーを返済す

べし，プロヴァンの byffa（毛織物の種類）１オーヌに対し，それは彼が受け

取ったものである，１３２２年の木曜日に，聖霊降臨の主日に返済する予定であ

２４５）ウラン（Oullins）は，リヨンの南西郊，ローヌ川沿いの一区域である（Durdilly［１９６５］
p.４０７；小学館ロベール仏和大辞典編集委員会編［１９８８］１７２０頁）。

２４６）paroisseは，この他，「聖堂区」や「司教区」等の訳語がある（小学館ロベール仏和大
辞典編集委員会編［１９８８］１７５６頁）。

１４世紀リヨンの毛織物業者の会計帳簿に関する追窮 ４２９



る，Peros Archimbauzは現金でヴィエンヌの１４スーを返済した，１３２２年主の

奉献（２月２日）の前の水曜日に。

本研究は，文部科学省平成２１年度科学研究費補助金（若手研究（スタートアップ）

「１４世紀リヨンの毛織物業者の会計研究－フランス最古の会計帳簿の分析－」［課題

番号２１８３０１５９］）の研究成果の一部である。

一 次 史 料

Nouveaux Fragments du Livre de Comptes d’un Marchand Lyonnais［１３２０－１３２４］２４７）, Bibliothèque
Municipale de Vienne, M－２２６.
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